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は
じ
め
に

第
一
章

信
販
制
度
と
過
剰
与
信
に
つ
い
て

裁
判
例
を
通
し
て

１

問
題
の
所
在

２

不
当
に
過
大
な
与
信
に
つ
い
て
の
判
例

（
１
）
呉
服
等
の
売
買
契
約
が
過
量
販
売
と
し
て
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
さ
れ
た
事
例

平
成
二
〇
年
一
月
三
〇
日
大

阪
地
裁
第
二
二
民
事
部
判
決
、
平
成
一
八
年(

ワ)
第
一
六
三
三
号
損
害
賠
償
請
求
事
件

（
２
）
呉
服
の
過
量
販
売
及
び
信
販
会
社
の
過
剰
与
信
と
公
序
良
俗
違
反
に
つ
い
て
の
事
例

平
成
二
〇
年
一
月
二
九



は

じ

め

に

今
日
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
誰
で
も
一
枚
は
必
ず
持
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
日
々
の
生
活
に
密
着
し
た
物
に
な
っ
て

い
る
。
現
金
が
そ
の
時
に
な
く
て
も
買
い
物
が
で
き
、
購
入
し
た
も
の
を
持
っ
て
帰
れ
る
た
め
、
大
変
便
利
な
代
物
と
い
え
る
。
し

か
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
同
時
に
持
ち
主
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
持
つ
の
に
適
し
た
人

物
か
、
立
替
払
い
を
す
る
た
め
に
信
用
し
て
も
よ
い
の
か
ど
う
か
の
個
人
情
報
が
審
査
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
信
販
会
社
（
以
下
、
信
販
会
社
と
す
る
。）
の
主
な
仕
事
は
、
営
業
・
与
信
・
顧
客
管
理
の
三

種
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
本
稿
で
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
こ
の
「
与
信
」
と
い
う
個
人
審
査
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
で
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日
高
松
高
裁
第
四
部
判
決
、
平
成
一
九
年(

ネ)

第
一
一
〇
号
立
替
金
、
債
務
不
存
在
確
認
等
請
求
控
訴
事
件

（
３
）
上
記
二
つ
の
裁
判
例
か
ら
の
考
察

第
二
章

民
事
訴
訟
に
お
け
る
与
信
情
報
の
開
示
に
つ
い
て

１

過
剰
与
信
を
め
ぐ
る
民
事
訴
訟
に
お
い
て
文
書
提
出
命
令
が
争
わ
れ
た
事
例

福
岡
高
裁
平
成
二
一
年(

ラ)

二
七
三

号
、
平
成
二
一
年
一
〇
月
二
三
日
決
定

の
考
察

２

争
わ
れ
た
文
書
の
中
身
を
吟
味
し
な
い
で
排
除
す
る
問
題
点

第
三
章

個
人
情
報
の
開
示
と
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
役
割

１

日
本
民
事
訴
訟
に
お
け
る
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
役
割

２

ア
メ
リ
カ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
き
に
お
け
る
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
役
割

お
わ
り
に



あ
る
。
信
販
会
社
に
よ
る
与
信
審
査
に
は
、
一
定
の
指
針
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
信
販
会
社
ご
と
に
そ
の
基
準
が
異
な
る
が
、
こ

う
い
っ
た
情
報
は
開
示
し
な
い
と
い
う
の
が
業
界
の
慣
わ
し
に
な
っ
て
い
る
。

近
年
、
消
費
者
に
対
す
る
こ
の
与
信
が
過
剰
に
行
わ
れ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
多
額
の
立
替
払
い
契
約
を
取
り
交
わ
し
た

結
果
、
返
済
に
困
窮
す
る
消
費
者
が
増
加
し
、
信
販
会
社
の
与
信
審
査
が
適
正
に
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
の
問
題
が
争
わ
れ
る
事
例
が

で
て
い
る
。

(

�)

ま
た
消
費
者
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
作
成
し
た
時
点
で
は
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
な
ど
適
正
な
与
信
審
査
を
受
け
、

問
題
が
な
く
と
も
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
内
に
経
済
状
況
が
極
端
に
変
更
し
た
場
合
に
は
、
カ
ー
ド
の
限
度
額
が
安
定

収
入
を
得
て
い
た
時
の
限
度
枠
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
こ
の
限
度
枠
は
支
払
い
能
力
と
の
関
係
で
適
正
で
な
く
な
る
こ
と
が
起
こ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
備
え
、
信
販
会
社
は
、
い
わ
ゆ
る
「
途
中
与
信
」
を
行
な
う
。
こ
の
途
中
与
信
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利

用
額
の
立
替
払
い
金
の
支
払
い
が
滞
っ
て
な
い
か
ど
う
か
を
中
心
に
調
査
し
、
カ
ー
ド
の
限
度
額
や
利
用
方
法
が
適
正
か
再
度
の
調

査
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
途
中
与
信
を
含
め
、
与
信
情
報
は
、
信
販
会
社
が
独
自
に
収
集
し
、
評
価
す
る
。
し
か
し
、
与
信
情
報
は
一
切
開
示
さ
れ
な

い
の
が
原
則
と
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
は
信
販
会
社
が
独
自
に
開
発
し
た
査
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
た

と
え
本
人
の
申
請
に
よ
る
本
人
の
与
信
情
報
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
開
示
は
全
体
的
な
シ
ス
テ
ム
の
開
示
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
い
わ
ゆ
る
信
販
会
社
の
営
業
上
の
秘
密
、
つ
ま
り
企
業
機
密
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

他
人
の
与
信
情
報
を
第
三
者
が
得
る
の
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
本
人
自
身
の
与
信
情
報
を
知
る
こ
と
は
そ
う

し
た
問
題
は
生
じ
な
い
。
と
く
に
信
販
会
社
が
申
込
者
の
支
払
い
能
力
を
超
え
た
、
過
剰
な
与
信
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
支
払
い
能

力
を
超
え
た
買
い
物
を
し
て
債
務
超
過
に
陥
っ
た
り
、
個
人
破
産
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
こ
の
与
信
審
査
（
及
び
そ
の

法と政治 62巻 4号 (2012年 1月)

民
事
訴
訟
に
お
け
る
信
販
会
社
の
与
信
情
報
の
取
扱
い
と
そ
の
開
示
に
つ
い
て

1731

九
三



結
果
と
し
て
の
与
信
情
報
）
の
開
示
を
求
め
る
本
人
に
本
人
の
情
報
を
開
示
が
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
信
販
会
社
の
与
信

に
つ
い
て
は

そ
れ
自
体
支
払
い
能
力
を
超
え
た
貸
付
保
証
に
な
っ
て
い
た
と
し
て
も

信
販
会
社
の
法
的
責
任
を
追
及
し
え

な
く
な
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
自
ら
の
与
信
情
報
等
の
開
示
を
求
め
た
原
告
に
対
し
て
、
与
信
情
報
は
職
務
上
知
り
え
た
情
報
を
含
む
企
業

機
密
の
た
め
開
示
の
必
要
性
は
な
い
と
し
た
被
告
の
主
張
が
争
わ
れ
た
裁
判
例
を
紹
介
し
、
そ
の
場
合
の
与
信
情
報
開
示
の
問
題
を

民
事
訴
訟
法
上
の
証
拠
開
示
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
い
と
思
う
。

(

�)

ま
た
、
本
稿
で
は
、
当
該
情
報
の
開
示
拒
否
に
つ
い
て
は
開
示
を
求
め
ら
れ
た
側
が
企
業
機
密
と
判
断
す
れ
ば
開
示
し
な
く
て
よ

い
の
か
。
そ
も
そ
も
こ
の
場
合
の
企
業
機
密
と
は
何
を
指
す
か
、
さ
ら
に
企
業
機
密
は
広
範
に
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
か
、
限
定
的
で

あ
る
べ
き
か
。
結
局
、
当
該
与
信
情
報
が
企
業
機
密
と
言
え
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
す
る
民
事
訴
訟
法
上
の
手
続
き
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
と
く
に
こ
の
よ
う
な
問
題
に
お
け
る
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
有
効
性
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
観
点
か

ら
、
文
書
提
出
命
令
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

(

�)
｢

割
賦
販
売
法
の
改
正
も
視
野

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
悪
用

問
わ
れ
る
信
販
会
社
の
責
任

目
立
つ
過
剰
与
信

悪
質
商
法
を
助

長
」
二
〇
〇
六
年
六
月
八
日
付
東
京
新
聞
、｢

防
げ

ク
レ
ジ
ッ
ト
被
害
／
仙
台
弁
護
士
会
、
二
五
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／｢

呉
服
次
々
販
売
」

二
〇
〇
七
年
八
月
二
二
日
付
河
北
新
報
、｢

多
重
債
務：

山
口
の
障
害
女
性
、
一
一
〇
件
七
四
〇
〇
万
円
分
契
約

高
級
呉
服
や
宝
石

「
次
々
販
売
」
二
〇
〇
七
年
七
月
二
〇
日
付
毎
日
新
聞
、｢

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
悪
用
商
法

県
、
信
販
業
界
に
適
正
審
査
を
要
請

高
齢

者
の
被
害
増
＝
岩
手
」
二
〇
〇
六
年
一
二
月
二
〇
日
付
東
京
読
売
新
聞
、
参
照
。

(

�)

近
年
、
信
販
会
社
の
割
賦
販
売
に
つ
い
て
や
与
信
に
関
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
た
論
考
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
二
〇
一
一
年
日
本
私
法
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
消
費
者
契
約
法
の
一
〇
年
」
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
た
。
消
費
者
契
約
法
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施
行
一
〇
年
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
機
会
に
信
販
会
社
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
保
有
者
の
与
信
情
報
の
問
題
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
。
と

く
に
池
本
誠
司
「
販
売
信
用
取
引
の
現
状
と
課
題
（
特
集

消
費
者
契
約
を
め
ぐ
る
法
の
展
望

消
費
者
契
約
法
施
行
一
〇
年
に
寄
せ

て)
」
法
律
時
報
八
三
巻
八
号
、
三
五
�四
〇
頁
（
二
〇
一
一
年)

、
島
川
勝
「
特
定
商
取
引
法
・
割
賦
販
売
法
改
正
法
の
問
題
点

特

に
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
と
販
売
店
の
責
任
に
つ
い
て
（
取
引
法
研
究
会
レ
ポ
ー
ト)

」
法
律
時
報
八
〇
巻
一
〇
号
、(

二
〇
〇
八
年)

、
宮
川

不
可
止
「
個
品
割
賦
購
入
あ
っ
せ
ん
契
約
に
お
け
る
信
販
会
社
と
販
売
店
の
関
係
（
取
引
法
研
究
会
レ
ポ
ー
ト
）

民
法
・
商
法
の
代

理
法
理
適
用
に
よ
る
検
討
を
中
心
に
」
法
律
時
報
七
六
巻
一
〇
号
、
八
三
�八
九
頁
（
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

第
一
章

信
販
制
度
と
過
剰
与
信
に
つ
い
て

裁
判
例
を
通
し
て

１

問
題
の
所
在

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の
主
な
仕
事
は
、
窓
口
営
業
業
務
、
与
信
審
査
業
務
、
顧
客
管
理
業
務
と
総
務
経
理
業
務
な
ど
で
あ
る
が
、
な

か
で
も
最
も
重
要
な
も
の
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
営
業｣

、「
顧
客
管
理｣

、「
与
信
」
の
三
つ
で
あ
る
。「
営
業
」
や
「
顧
客

管
理
」
は
、
一
般
的
に
も
理
解
し
や
す
く
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
商
品
を
販
売
し
て
そ
の
売
り
上
げ
の
管
理
を
行
い
、
販
売
代
金
の
回
収
を

行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
方
、｢

与
信
」
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
申
込
み
の
際
に
、
信
販
会
社
か
ら
与
え
ら
れ
る
申

込
者
に
対
す
る
信
用
の
供
与
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
与
信
審
査
の
主
な
仕
事
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
申
し
込
み
時
に
、

申
込
者
の
収
入
や
支
払
い
能
力
に
問
題
が
な
い
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
申
込
書
に
書
か
れ
た
記
載
内

容
と
、
申
込
者
の
過
去
の
信
用
情
報
や
勤
務
先
、
収
入
、
資
産
な
ど
の
情
報
を
総
合
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利

用
で
き
る
か
否
か
の
判
断
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
個
人
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
申
込
み
を
し
た
場
合
に
、
信
販
会
社
は
ま

ず
申
込
者
の
経
済
的
能
力
や
弁
済
能
力
を
徹
底
的
に
審
査
し
、
申
込
者
に
対
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
発
行
可
能
か
、
発
行
可
能
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だ
と
し
て
、
利
用
限
度
額
の
上
限
を
い
く
ら
に
す
る
の
か
な
ど
の
判
断
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

(

�)

信
販
会
社
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
員
の
利
用
状
況
や
支
払
い
延
滞
状
況
等
に
つ
い
て
自
動
的
に
通
知
す
る
督
促
管
理
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
お
り
、
督
促
を
行
っ
て
、
今
後
当
該
会
員
が
延
滞
せ
ず
に
支
払
い
可
能
か
ど
う
か
等
の
会
員
の
金
銭
状
況
を
把
握

し
た
上
で
、
今
後
の
支
払
い
方
法
に
つ
い
て
会
員
と
信
販
会
社
間
で
折
衝
を
行
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
入
金
履
歴
の
管
理
や
遅
延
債
権

の
回
収
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
自
動
督
促
管
理
シ
ス
テ
ム
は
「
途
中
与
信
」
と
い
う
役
割
も
兼
ね
て
い
る
。
つ
ま
り
無
事
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
た
と
し
て
も
、
申
込
者
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
申
し
込
ん
だ
時
点
以
降
に
も
、
返
済
能
力
が
異
な
っ
て
い

な
い
か
、
収
入
額
や
給
与
日
が
異
な
っ
て
い
な
い
か
、
月
々
の
利
用
金
額
が
安
定
し
て
い
る
か
、
支
払
い
に
対
し
て
遅
延
が
な
い
か

な
ど
の
検
討
が
な
さ
れ
、
常
に
信
販
会
社
か
ら
与
信
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
発
行
後
に
行
わ
れ
る
中
途

で
の
与
信
審
査
を
途
中
与
信
と
言
い
、
途
中
与
信
の
結
果
次
第
で
、
利
用
限
度
額
な
ど
に
差
が
設
け
ら
れ
た
り
す
る
。
例
え
ば
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
者
に
支
払
い
遅
延
が
生
じ
た
場
合
、
信
販
会
社
は
、
当
該
会
員
の
返
済
能
力
を
把
握
し
、
返
済
日
や
返
済
額

の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
そ
の
遅
延
を
起
こ
し
た
会
員
に
改
め
て
適
合
し
た
返
済
計
画
を
再
調
整
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
真
の
意

味
で
の
途
中
与
信
で
あ
り
、
単
に
遅
延
を
督
促
す
る
だ
け
で
は
な
い
。

近
年
、
こ
の
途
中
与
信
の
重
要
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
年
金
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
若
年
者
に
対

し
て
、
宝
飾
品
や
着
物
な
ど
の
高
額
商
品
を
繰
り
返
し
売
り
つ
け
た
り
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
次
々
（
つ
ぎ
つ
ぎ
）
販
売
」
が
社
会
問

題
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
悪
質
な
業
者
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
で
、
本
人
の
支
払
い
能
力
を
超
え
る
過
剰
な
販

売
を
意
図
的
に
行
い
、
結
果
と
し
て
財
産
、
と
く
に
自
宅
な
ど
を
失
う
生
活
崩
壊
型
の
被
害
が
相
次
い
で
い
る
。

(

�)

こ
の
よ
う
な
問
題

は
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
過
剰
与
信
問
題
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
過
剰
与
信
の
被
害
を
減
少
さ
せ
る
べ
く
、
信
販
会
社
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は
新
規
契
約
の
与
信
に
力
を
い
れ
る
の
と
同
様
に
、
過
剰
与
信
の
被
害
を
抑
え
る
た
め
に
、
途
中
与
信
に
時
間
と
労
力
を
割
い
て
い

る
。そ

こ
で
つ
ぎ
に
、
不
当
に
過
大
な
与
信
授
与
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
被
害
を
蒙
っ
た
と
す
る
訴
訟
で
、
信
販
会
社
の
民

事
上
の
責
任
が
争
わ
れ
た
裁
判
例
を
紹
介
し
、
過
剰
与
信
に
よ
る
法
的
問
題
に
つ
い
て
具
体
的
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

２

不
当
に
過
大
な
与
信
に
つ
い
て
の
判
例

過
剰
与
信
の
問
題
は
、
基
本
的
に
は
、
制
限
枠
を
超
え
た
費
消
活
動
に
伴
う
、
消
費
者
個
人
へ
の
債
務
弁
済
責
任
追
及
と
い
う
か

た
ち
を
と
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
保
有
者
で
あ
る
消
費
者
は
、
そ
れ
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
支
払
不
能
に
な
る

こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
あ
る
い
は
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
重
大
な
過
失
が
あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
当
該
消
費
者
に
与
信
を
し
続
け
、

結
果
と
し
て
支
払
い
不
能
に
追
い
込
ん
だ
責
任
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
事
案
は
、
と
く
に
呉
服
や
宝
石
と
い
っ
た
高
価
な
商

品
の
過
剰
購
入
、
あ
る
い
は
次
々
販
売
に
関
し
て
生
じ
て
い
る
。
以
下
、
裁
判
で
争
わ
れ
た
具
体
的
な
事
例
を
見
よ
う
。

ま
ず
一
つ
目
の
事
例
は
、
原
告
が
売
買
契
約
に
お
い
て
支
払
い
不
能
に
陥
っ
た
の
は
、
被
告
販
売
会
社
が
過
量
販
売
を
行
っ
た
た

め
で
あ
り
、
こ
の
販
売
方
法
は
公
序
良
俗
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
売
買
契
約
の
無
効
と
不
法
行
為
の
訴
え
を
起
こ
し
た

も
の
で
あ
る
。

二
つ
目
の
事
例
は
、
原
告
が
当
該
売
買
契
約
に
お
い
て
支
払
い
不
能
と
な
っ
た
の
は
、
被
告
販
売
会
社
の
過
量
販
売
に
加
え
て
、

被
告
信
販
会
社
の
過
剰
与
信
に
原
因
が
あ
る
と
し
て
、
割
賦
販
売
法
三
八
条

(
�)

を
根
拠
と
し
て
信
販
会
社
の
与
信
契
約
は
公
序
良
俗
に

反
す
る
も
の
だ
と
し
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
ま
た
は
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
に
基
づ
き
既
払
い
金
の
返
金
等
の
請
求
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を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
１
）
呉
服
等
の
売
買
契
約
が
過
量
販
売
と
し
て
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
さ
れ
た
事
例

平
成
二
〇
年
一
月
三
〇
日
大
阪
地
裁
第

二
二
民
事
部
判
決
、
平
成
一
八
年(

ワ)

第
一
六
三
三
号
損
害
賠
償
請
求
事
件

①
事
案
の
概
要

原
告
Ｘ
は
昭
和
一
六
年
生
ま
れ
の
主
婦
で
あ
り
、
平
成
一
四
年
九
月
二
八
日
か
ら
平
成
一
七
年
一
二
月
ま
で
被
告
Ｙ１
社
に
パ
ー
ト

と
し
て
勤
務
し
た
。
入
社
当
時
Ｘ
は
五
〇
歳
代
後
半
と
い
う
年
齢
で
あ
っ
た
。
被
告
Ｙ１
社
は
呉
服
販
売
等
の
会
社
で
あ
り
、
そ
の
他

の
被
告
Ｙ２
社
、
Ｙ３
社
、
Ｙ４
社
、
Ｙ５
社
、
Ｙ６
社
は
そ
れ
ぞ
れ
信
販
会
社
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
信
販
会
社
は
、
Ｘ
が
Ｙ１
社
か
ら
の
着
物
等

の
購
入
に
つ
い
て
立
替
払
契
約
を
締
結
し
た
。

Ｘ
は
Ｙ１
社
に
入
社
後
、
Ｙ１
者
と
の
間
で
、
社
員
購
入
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
、
訪
問
着
、
喪
服
、
帯
、
バ
ッ
グ
、
貴
金
属
等
、
全

部
で
二
七
点
の
売
買
契
約
を
締
結
し
た
。
そ
の
代
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
Ｙ２
社
か
ら
Ｙ６
社
と
立
替
払
契
約
を
締
結
し
た
。

こ
れ
ら
の
契
約
の
う
ち
八
点
は
、
Ｘ
の
売
上
ノ
ル
マ
の
達
成
の
た
め
に
契
約
を
締
結
し
た
も
の
で
、
そ
の
立
替
金
債
務
を
Ｘ
が
支

払
っ
て
い
た
。
商
品
の
引
渡
し
が
な
い
契
約
が
一
点
あ
り
、
購
入
し
た
が
使
用
し
て
い
な
い
商
品
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
四
点
が
Ｙ１
社

が
主
催
す
る
展
示
販
売
会
で
使
用
す
る
た
め
に
必
要
な
商
品
の
購
入
契
約
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
Ｙ１
社
は
、
年
四
回
の
展
示
販

売
会
の
う
ち
二
回
の
大
型
展
示
会
で
は
、
社
員
に
着
物
の
着
用
を
義
務
付
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
着
物
を
所
持
し
て
い
な
い
場
合

に
は
、
Ｙ１
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
購
入
す
る
こ
と
が
当
然
で
あ
る
と
の
雰
囲
気
を
形
成
し
て
い
た
。

Ｘ
は
、
給
与
と
し
て
月
額
一
二
万
二
二
九
〇
円
〜
二
五
万
七
七
九
〇
円
を
受
け
取
り
、
年
間
で
は
平
成
一
五
年
が
二
一
三
万
三
五
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三
〇
円
、
平
成
一
六
年
が
一
八
七
万
五
八
五
〇
円
、
平
成
一
七
年
が
一
八
一
万
三
六
三
〇
円
の
手
取
り
給
与
を
Ｙ１
社
か
ら
得
て
い
た
。

そ
の
一
方
で
、
平
成
一
六
年
六
月
三
日
の
契
約
で
残
債
務
額
が
三
〇
〇
万
円
を
超
え
、
月
額
の
支
払
い
も
八
万
一
二
〇
〇
円
に
達
し

て
い
た
。
そ
の
後
、
支
払
額
は
月
額
二
〇
万
円
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
Ｘ
は
、
平
成
一
七
年
一
二
月
頃
か
ら
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
返
済
に
窮
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
上
、
自
律
神
経
失
調
症
を
患
い
、
平
成
一
八
年
九
月
に
は
大
阪
府
立
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー
で
受
診
し
て
い
る
。

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、
平
成
七
年
か
ら
平
成
一
八
年
ご
ろ
ま
で
の
間
に
Ｙ１
社
の
グ
ル
ー
プ
に
関
す
る
売
買
関
係
に
つ

い
て
の
相
談
が
一
八
五
件
も
寄
せ
ら
れ
お
り
、
そ
の
中
に
は
本
件
と
類
似
す
る
従
業
員
が
購
入
を
強
制
さ
れ
た
と
す
る
被
害
事
例
も

含
ま
れ
て
い
た
。

Ｘ
は
、
こ
れ
ら
の
売
買
契
約
が
、
使
用
者
と
し
て
の
優
越
的
な
地
位
を
利
用
す
る
と
と
も
に
、
ノ
ル
マ
の
達
成
を
強
要
し
、
制
服

と
し
て
着
物
の
着
用
を
義
務
付
け
て
、
従
業
員
が
Ｙ１
社
か
ら
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
当
然
で
あ
る
と
い
う
職
場
環
境
を
作
出
し
て

な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
契
約
件
数
が
二
七
点
、
支
払
総
額
一
三
六
六
万
一
六
四
四
円
に
及
ぶ
な
ど
、
生
活
を
破
綻
さ
せ
る
ほ
ど
の

不
相
当
に
過
大
な
量
の
商
品
の
購
入
を
強
要
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
商
品
の
売
買
契
約
は
、
公
序
良
俗
に
反
し
無
効
、

あ
る
い
は
不
法
行
為
に
該
当
す
る
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
Ｙ２
社
か
ら
Ｙ６
社
の
信
販
会
社
に
対
し
て
は
、
抗
弁
権
の
対
抗
に
よ
る
債
務

不
存
在
の
確
認
と
不
法
行
為
に
基
づ
く
既
払
金
相
当
額
の
損
害
の
賠
償
を
求
め
た
。

②
判
決
要
旨

本
判
決
で
は
、
Ｘ
と
売
買
契
約
を
締
結
し
た
Ｙ１
社
に
対
す
る
売
買
契
約
の
効
力
と
不
法
行
為
の
成
否
に
つ
い
て
と
Ｙ２
社
か
ら
Ｙ６
社
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の
信
販
会
社
に
対
す
る
抗
弁
権
対
抗
の
可
否
に
つ
い
て
の
判
断
が
な
さ
れ
た
。

ア

Ｙ１
社
と
の
売
買
契
約
の
効
力
と
不
法
行
為
の
成
否
に
つ
い
て
の
判
断

「
本
件
各
売
買
と
こ
れ
に
伴
う
立
替
払
契
約
に
基
づ
く
立
替
金
債
務
が
極
め
て
過
大
で
あ
り
、
原
告
の
資
力
等
に
照
ら
し
て
到
底

支
払
不
能
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
原
因
が
被
告
Ｙ１
社
の
営
業
方
針
に
あ
っ
た
上
、
同
被
告
も
原
告
の

上
記
実
情
を
十
分
認
識
し
て
、
売
上
目
標
の
達
成
を
徹
底
し
て
求
め
て
い
た
と
い
う
事
情
を
総
合
す
る
と
、
本
件
売
買
に
至
ら
せ
た

被
告
Ｙ１
社
の
行
為
は
、
売
上
向
上
や
売
上
目
標
の
達
成
の
た
め
に
、
原
告
の
従
順
な
人
柄
を
利
用
し
、
原
告
に
対
し
、
自
社
商
品
を

購
入
す
る
こ
と
を
事
実
上
強
要
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
同
被
告
は
、
従
業
員
で
あ
る
原
告
の
過
大
な
債
務
負

担
の
も
と
で
会
社
と
し
て
の
利
益
を
得
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
同
被
旨
の
上
記
行
為
は
、
原
告
が
負
う
上
記
債

務
の
程
度
に
よ
っ
て
は
社
会
的
相
当
性
を
著
し
く
逸
脱
し
た
も
の
と
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
さ
ら
に
判
断
す
る
と
、
平
成
一
六
年
六
月
三
日
の
本
件
売
買
契
約
一
七
及
び
本
件
立
替
払
契
約
一
七
を
締
結
す
る
ま
で

に
、
す
で
に
残
債
務
額
が
二
九
三
万
四
四
〇
〇
円
あ
り
、
上
記
各
契
約
の
締
結
に
よ
り
立
替
払
契
約
の
残
債
務
額
が
三
〇
〇
万
円
を

超
え
、
各
月
の
返
済
額
も
八
万
円
を
超
え
（
八
万
四
二
〇
〇
円
な
い
し
八
万
一
二
〇
〇
円)

、
向
こ
う
一
年
以
上
に
わ
た
っ
て
各
月

の
返
済
額
が
月
平
均
の
給
与
の
半
分
を
超
え
る
状
態
に
至
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
本
件
売
買
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に

そ
の
状
況
は
著
し
く
悪
化
し
、
残
債
務
も
平
成
一
六
年
の
原
告
の
年
収
額
の
一
・
五
倍
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る

と
、
本
件
売
買
契
約
一
七
の
締
結
以
降
に
お
い
て
締
結
し
た
本
件
売
買
契
約
、
す
な
わ
ち
、
本
件
売
買
契
約
三
な
い
し
六
、
八
な
い

し
一
八
、
二
一
、
二
三
及
び
Ｄ
は
、
原
告
の
支
払
能
力
を
超
え
る
の
で
あ
っ
て
い
ず
れ
も
公
序
良
俗
に
反
し
て
無
効
で
あ
る
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。」
と
し
た
。
そ
し
て｢

被
告
Ｙ１
社
に
お
い
て
、
原
告
が
経
済
的
に
逼
迫
し
た
状
態
に
陥
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
、
か
つ
、
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原
告
の
従
順
な
人
柄
を
把
握
し
た
上
で
、
売
上
の
ノ
ル
マ
を
課
し
た
り
制
服
と
し
て
着
物
の
着
用
を
義
務
付
け
た
こ
と
の
、
い
わ
ば

当
然
の
成
り
行
き
な
い
し
結
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
売
買
契
約
一
七
以
降
の
本
件
各
売
買
を
締
結

さ
せ
た
被
告
Ｙ１
社
の
行
為
は
不
法
行
為
に
当
た
る
。」
と
結
論
し
た
。

イ

被
告
信
販
会
社
（
Ｙ２
社
〜
Ｙ６
社
）
の
責
任
と
抗
弁
権
対
抗
の
可
否
に
つ
い
て
の
判
断

「
被
告
信
販
会
社
は
、
信
義
則
に
基
づ
い
て
加
盟
店
管
理
義
務
を
負
う
も
の
で
も
な
く
、
原
告
の
上
記
主
張
は
立
法
論
の
域
を
出

な
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。」
と
し
な
が
ら
も
、「
も
っ
と
も
、
被
告
信
販
会
社
が
被
告
Ｙ１
社
が
不
適
切
な
販
売
方
法
を
取
っ

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
与
信
を
行
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
被
告
Ｙ１
社
の
不
法
行
為
を
助
長
し
た
も
の
と
し
て
、
個
別
に
不
法
行
為
を

構
成
す
る
場
合
が
あ
り
う
る
。」
と
し
た
。
そ
し
て
本
件
で
は
、「
被
告
Ｙ１
社
が
原
告
に
対
し
公
序
良
俗
に
反
す
る
販
売
を
し
て
い
た

こ
と
を
被
告
信
販
会
社
が
認
識
し
て
い
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
被
告
信
販
会
社
に
不
法
行
為
責
任
は
認
め
ら
れ
な
い
。」

と
被
告
信
販
会
社
の
不
法
行
為
責
任
を
斥
け
た
。

つ
ぎ
に
、「
従
業
員
に
対
し
て
行
う
割
賦
販
売
を
抗
弁
権
の
接
続
の
規
定
の
適
用
除
外
と
し
た
趣
旨
は
、
事
業
者
の
内
部
自
治
を

尊
重
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
で
は
、
被
告
Ｙ１
社
が
、
従
業
員
で
あ
る
原
告
に
対
し
、
原
告
の

支
払
能
力
を
超
え
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
売
買
を
繰
り
返
さ
せ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
従
業
員
に
対
す
る
販
売
目
標
達
成
の
徹
底

を
強
く
求
め
る
と
い
っ
た
同
被
告
の
営
業
方
針
な
い
し
労
働
環
境
に
起
因
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
あ
っ
て

は
、
一
般
顧
客
と
従
業
員
と
を
区
別
し
て
事
業
者
の
内
部
自
治
を
尊
重
す
べ
き
理
由
は
全
く
な
い
。」
と
し
、「
し
た
が
っ
て
、
原
告

は
、
同
法
三
〇
条
の
四
に
基
づ
き
、
被
告
信
販
会
社
に
対
し
て
、
本
件
売
買
契
約
三
な
い
し
六
、
八
な
い
し
一
八
が
公
序
良
俗
に
反

し
て
無
効
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
被
告
信
販
会
社
の
履
行
請
求
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
し
た
。
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③
若
干
の
分
析

本
件
は
、
従
業
員
に
対
し
て
呉
服
等
が
立
替
払
い
契
約
を
利
用
し
て
、
過
量
に
販
売
さ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
の
最
初
の
判
決
で
あ

り
、
そ
の
後
に
も
事
実
関
係
の
類
似
し
た
事
案
が
、
大
阪
地
裁
で
平
成
二
〇
年
四
月
二
三
日
に
判
決
さ
れ
、
判
時
二
〇
一
九
号
三
九

頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

こ
の
事
案
は
、
本
件
と
は
異
な
り
、
信
販
会
社
の
う
ち
一
社
に
対
し
、
被
告
販
売
会
社
の
公
序
良
俗
に
反

す
る
販
売
実
態
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
と
し
て
、
販
売
会
社
と
と
も
に
信
販
会
社
に
も
共
同
不
法
行
為
責
任
が
あ
る
と
し
て
、
既
払

い
金
相
当
額
の
損
害
賠
償
責
任
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
件
の
争
点
は
、
主
に
、
Ｙ１
社
（
呉
服
等
販
売
会
社
）
と
の
売
買
契
約
に
つ
い
て
、
そ
の
販
売
方
法
が
公
序
良
俗
違
反
に

あ
た
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
本
件
で
は
、
原
告
が
次
々
と
呉
服
な
ど
を
購
入
し
た
経
緯
が
重
要
な
問
題
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
裁
判
所
は
、
Ｙ１
社
の
社
内
慣
行
に
つ
い
て
触
れ
、
過
量
販
売
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
、
Ｘ
が
物
欲
を
満
た
す

と
い
う
自
ら
の
欲
望
の
充
足
の
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
Ｙ１
社
で
働
く
上
で
、
強
制
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
認
定
し
、

こ
の
よ
う
に
購
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ん
だ
の
は
Ｙ１
社
の
責
任
で
あ
る
と
の
判
断
を
し
た
。

本
件
は
、
雇
用
者
と
被
雇
用
者
と
い
う
、
い
わ
ば
上
下
関
係
の
あ
る
特
別
な
関
係
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
売
買
契
約
で
あ
る
こ
と

に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
売
買
契
約
そ
の
も
の
の
契
約
内
容
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
特
別
な
関
係
に
基
い
て
締
結

し
た
契
約
で
あ
っ
た
と
す
る
点
か
ら
公
序
良
俗
違
反
が
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
新
た

な
可
能
性
を
広
げ
た
と
い
う
点
で
評
価
で
き
よ
う
。

(

�)

法と政治 62巻 4号 (2012年 1月)

論

説

1740

一
〇
二



（
２
）
呉
服
の
過
量
販
売
及
び
信
販
会
社
の
過
剰
与
信
と
公
序
良
俗
違
反
に
つ
い
て
の
事
例

平
成
二
〇
年
一
月
二
九
日
高
松
高

裁
第
四
部
判
決
、
平
成
一
九
年(

ネ)

第
一
一
〇
号
立
替
金
、
債
務
不
存
在
確
認
等
請
求
控
訴
事
件

①
事
案
の
概
要

昭
和
一
七
年
生
ま
れ
の
主
婦
Ａ
は
、
平
成
一
二
年
八
月
か
ら
一
年
五
か
月
の
間
に
呉
服
販
売
会
社
Ｂ
を
含
む
一
二
の
販
売
店
か
ら

合
計
一
二
三
回
に
わ
た
り
代
金
五
九
七
八
万
七
七
二
八
円
に
達
す
る
着
物
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
の
売
買
契
約
を
締
結
し
た
。
こ
の
う

ち
、
Ｂ
社
と
の
取
引
は
六
三
回
、
代
金
二
七
四
七
万
八
二
三
円
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
二
〇
点
、
代
金
合
計
二
〇
五
一
万
一
五
八
二

円
に
つ
い
て
は
Ｙ１
と
の
間
で
立
替
払
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
Ｂ
社
と
の
売
買
契
約
は
契
約
締
結
後
に
解
約
さ
れ
た
も
の
も
含
め
る
と
、

七
一
点
で
合
計
代
金
は
三
六
〇
〇
万
円
を
超
え
た
。
な
か
に
は
一
点
当
た
り
の
代
金
額
が
一
〇
〇
万
円
を
超
え
る
も
の
も
一
四
点
含

ま
れ
て
お
り
、
Ａ
が
購
入
し
た
着
物
等
の
大
半
の
も
の
は
使
わ
れ
ず
自
宅
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
Ａ
は
自
己
名
義
の
不
動
産
と
し
て

自
宅
土
地
お
よ
び
建
物
を
有
し
て
い
た
も
の
の
、
本
件
取
引
当
時
は
障
害
者
年
金
以
外
に
収
入
は
な
か
っ
た
。

な
お
、
Ａ
は
平
成
一
二
年
夏
以
降
、
持
病
が
悪
化
し
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
と
く
に
、

平
成
一
三
年
七
月
以
降
は
病
状
の
悪
化
に
伴
い
、
そ
の
費
消
活
動
は
異
常
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

平
成
一
四
年
四
月
に
な
り
、
Ｙ１
は
立
替
金
残
債
権
を
請
求
債
権
と
し
て
Ａ
の
不
動
産
の
仮
差
押
え
を
し
た
の
ち
に
立
替
金
残
金
の

支
払
い
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
（
Ａ
は
平
成
一
五
年
四
月
一
九
日
に
死
亡
し
、
夫
で
あ
る
Ｘ１
お
よ
び
子
で
あ
る
Ｘ２
が
相
続
し
、
訴

訟
承
継
し
た
。)

、
こ
れ
に
対
し
、
Ｘ１
ら
は
、
本
件
売
買
契
約
お
よ
び
立
替
払
契
約
は
不
成
立
な
い
し
無
効
で
あ
る
と
し
て
債
務
不
存

在
確
認
を
求
め
る
と
と
も
に
、
Ｙ１
お
よ
び
Ｂ
か
ら
営
業
譲
渡
を
受
け
た
Ｙ２
に
対
し
、
本
件
売
買
契
約
お
よ
び
立
替
払
契
約
に
基
づ
い

て
Ａ
か
ら
代
金
等
名
目
に
金
員
を
受
領
し
た
行
為
は
取
引
的
不
法
行
為
に
当
た
る
な
ど
と
し
て
不
当
利
得
返
還
請
求
権
ま
た
は
不
法
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行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
に
基
づ
き
既
払
金
相
当
額
の
支
払
い
を
求
め
、
さ
ら
に
は
、
Ｙ１
に
よ
る
Ａ
に
対
す
る
訴
訟
提
起
お
よ

び
所
有
不
動
産
へ
の
仮
差
押
え
は
違
法
で
あ
る
と
し
て
、
慰
謝
料
お
よ
び
弁
護
士
費
用
の
賠
償
を
求
め
た
。

原
審
は
、
Ｙ１
の
請
求
を
一
部
認
容
し
、
Ｘ１
ら
の
請
求
の
う
ち
Ｙ２
に
対
す
る
請
求
の
一
部
を
認
容
し
た
も
の
の
、
Ｙ１
に
対
す
る
請
求

は
す
べ
て
棄
却
し
た
。
そ
こ
で
Ｘ１
ら
が
控
訴
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
判
決
要
旨

「
本
件
取
引
に
係
る
商
品
の
多
く
は
高
額
な
着
物
等
で
あ
る
と
こ
ろ
、
顧
客
の
年
齢
や
職
業
、
収
入
や
資
産
状
況
、
こ
れ
ら
か
ら

う
か
が
わ
れ
る
顧
客
の
生
活
状
況
及
び
顧
客
と
の
こ
れ
ま
で
の
取
引
状
況
並
び
に
こ
れ
ら
か
ら
看
取
さ
れ
る
顧
客
の
取
引
に
つ
い
て

の
知
識
経
験
や
取
引
対
象
商
品
の
必
要
等
の
諸
事
情
に
か
ん
が
み
て
、
こ
の
よ
う
な
高
額
の
商
品
を
販
売
す
る
販
売
店
に
お
い
て
は

顧
客
に
対
す
る
不
当
な
過
量
販
売
そ
の
他
適
合
性
の
原
則
か
ら
著
し
く
逸
脱
し
た
取
引
を
し
て
は
な
ら
ず
、
こ
れ
と
提
携
す
る
ク
レ

ジ
ッ
ト
会
社
に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
応
じ
て
不
当
に
過
大
な
与
信
を
し
て
な
ら
な
い
信
義
則
上
の
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
解
す
べ
き

で
あ
る
。」
と
し
て
、「
不
当
な
過
量
取
引
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、

そ
の
不
調
性
が
著
し
い
場
合
に
は
、
販
売
契
約
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
が
公
序
良
俗
に
反
し
無
効
と
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
前
記
の
よ
う
な
取
引
状
況
、
Ａ
の
資
産
状
況
や
費
消
活
動
の
異
常
性
の
原

因
、
販
売
担
当
者
の
異
常
性
認
識
可
能
性
な
ど
の
諸
事
情
に
か
ん
が
み
れ
ば
、「
Ｂ
社
と
の
関
係
で
は
平
成
一
二
年
一
一
月
以
降
の

取
引
に
つ
き
、
Ｙ１
と
の
関
係
で
は
平
成
一
三
年
一
月
以
降
の
取
引
に
つ
き
、
い
ず
れ
も
過
量
販
売
な
い
し
過
剰
与
信
の
該
当
者
と
し

て
、
Ａ
に
対
す
る
販
売
な
い
し
与
信
取
引
を
差
し
控
え
る
べ
き
信
義
則
上
の
義
務
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
時
期
以
降
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の
取
引
は
公
序
良
俗
違
反
と
し
て
無
効
と
な
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
取
引
に
係
る
Ｂ
社
お
よ
び
Ｙ１
の
行
為
は
不
法
行
為
法
上
も
違

法
と
な
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
旨
し
た
。

③
若
干
の
分
析

本
件
は
、
販
売
契
約
の
成
立
な
い
し
有
効
性
と
与
信
契
約
の
有
効
性
、
さ
ら
に
は
与
信
業
者
に
対
す
る
既
払
い
金
の
返
還
請
求
の

可
否
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
。
本
来
、
呉
服
等
の
販
売
そ
の
も
の
は
、
購
入
者
が
自
己
の
自
由
意
思
に
基
づ
き
契
約
し
て
い
る
も
の
で

あ
っ
て
、
通
常
何
ら
問
題
が
生
じ
る
販
売
方
法
で
は
な
い
。
し
か
し
取
引
の
内
容
が
不
公
正
で
あ
っ
た
り
不
当
な
場
合
に
は
公
序
良

俗
違
反
と
な
る
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

本
判
決
で
は
、
過
量
販
売
に
な
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
取
引
の
金
額
や
回
数
等
の
客
観
的
な
問
題
か
ら
Ａ
の
費
消
活

動
の
異
常
性
に
関
す
る
販
売
業
者
の
認
識
可
能
性
ま
で
を
幅
広
く
考
慮
し
、
そ
の
上
で
、
平
成
一
二
年
一
一
月
以
降
の
取
引
に
つ
い

て
は
、
公
序
良
俗
違
反
に
な
る
と
判
断
し
た
。
ま
た
与
信
契
約
の
有
効
性
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
判
決
で
は
「
動
機
の
不
法
」
を

理
由
と
し
て
判
断
し
て
い
た

(

�)

の
で
あ
る
が
、
本
判
決
で
は
、
購
入
者
の
支
払
い
能
力
を
超
え
る
過
剰
与
信
の
防
止
に
つ
い
て
規
定
さ

れ
て
い
る
割
賦
販
売
法
三
八
条

(

�)

に
基
づ
き
、
本
件
被
告
Ｙ１
が
義
務
を
怠
っ
た
と
し
て
、
本
件
与
信
契
約
を
無
効
と
し
た
。

（
３
）
上
記
二
つ
の
裁
判
例
か
ら
の
考
察

ま
ず
上
記
（
２
）
で
扱
っ
た
事
例
は
、
上
記
（
１
）
の
事
例
と
は
異
な
り
、
販
売
ノ
ル
マ
や
営
業
方
針
な
ど
優
越
的
地
位
の
利
用

に
基
づ
く
売
買
契
約
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
法
律
行
為
が
無
効
と
な
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
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の
点
に
つ
き
、
契
約
自
由
の
原
則
と
ど
う
折
り
合
い
を
つ
け
る
べ
き
か
、
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

ま
た
（
２
）
の
事
例
で
は
、
与
信
契
約
の
有
効
性
を
争
う
点
で
、
割
賦
販
売
法
三
八
条
を
根
拠
と
し
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
本

規
定
は
訓
示
規
定
で
し
か
な
く
、
法
的
拘
束
力
を
も
つ
も
の
と
言
え
な
い
点
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

(

�)

訓
示
規
定
を
根
拠
に
、
信

義
則
に
反
す
る
と
し
て
公
序
良
俗
違
反
を
認
め
た
の
で
は
、
あ
ま
り
に
消
費
者
を
過
保
護
に
扱
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
批

判
も
あ
る
。

(

�)

し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
で
は
、
本
判
決
も
従
来
通
り
「
動
機
の
不
法
」
を
根
拠
に
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。

(

�)

（
２
）
の
事
例
で
は
、
Ａ
が
死
亡
し
た
の
ち
訴
訟
承
継
さ
れ
、
Ａ
の
夫
で
あ
る
Ｘ１
、
子
ど
も
の
Ｘ２
が
原
告
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、
Ａ
が
こ
の
よ
う
な
売
買
契
約
を
行
っ
て
い
る
間
も
Ｘ１
、
Ｘ２
は
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
判
決
で
は
、
信
販
会
社
が
Ａ

の
病
状
や
異
常
性
に
気
づ
い
た
可
能
性
を
肯
定
し
て
い
る
が
、
む
し
ろ
Ｘ１
や
Ｘ２
の
方
が
信
販
会
社
よ
り
早
い
段
階
で
Ａ
の
判
断
能
力

の
低
下
に
つ
い
て
、
成
年
後
見
制
度
の
申
立
て
等
法
的
措
置
を
と
る
こ
と
は
現
実
的
に
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

(

�)

さ
い
ご
に
、(

２
）
の
事
例
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
信
販
会
社
に
対
し
、
厳
し
い
判
断
が
下
さ
れ
た
印
象
が
あ
る
。
信
販
会
社
Ｙ１

は
、
Ａ
と
Ｂ
の
売
買
契
約
に
つ
い
て
の
立
替
払
い
を
し
、
Ｙ１
へ
の
返
還
が
滞
っ
た
た
め
、
支
払
い
請
求
や
家
屋
の
仮
処
分
を
し
た
。

(

２
）
の
判
決
で
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
高
度
な
判
断
を
信
販
会
社
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、
他
方
で
信
販
会
社
の
営
業
範
囲
が
極
め
て

制
限
さ
れ
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

(

�)

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の
与
信
問
題

個
品
割
賦
購
入
あ
っ
せ
ん
契
約
に
お
け
る
過
剰
与
信
等

に
つ
い
て

」
五
頁
（
二
〇
〇
五
年)

。

(

�)

前
掲
、
同
一
頁
。

(

�)

割
賦
販
売
法
第
三
八
条
「
割
賦
販
売
業
者
及
び
ロ
ー
ン
提
携
販
売
業
者
は
、
共
同
し
て
設
立
し
た
信
用
情
報
機
関
（
信
用
情
報
の
収
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集
並
び
に
割
賦
販
売
業
者
及
び
ロ
ー
ン
提
携
販
売
業
者
に
対
す
る
信
用
情
報
の
提
供
を
業
と
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
利
用
す

る
こ
と
等
に
よ
り
得
た
正
確
な
信
用
情
報
に
基
づ
き
、
そ
れ
に
よ
り
利
用
者
又
は
購
入
者
若
し
く
は
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
が
支
払
う

こ
と
と
な
る
賦
払
金
等
が
当
該
利
用
者
又
は
購
入
者
若
し
く
は
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
の
支
払
能
力
を
超
え
る
と
認
め
ら
れ
る
割
賦
販

売
又
は
ロ
ー
ン
提
携
販
売
を
行
わ
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

(

�)

坂
東
俊
矢
「
呉
服
等
の
売
買
契
約
が
過
料
販
売
と
し
て
公
序
良
俗
に
反
す
る
場
合
と
抗
弁
権
の
対
抗

平
成
二
〇
年
一
月
三
〇
日

大
阪
地
裁
第
二
二
民
事
部
判
決
、
平
成
一
八
年(

ワ)

第
一
六
三
三
号
損
害
賠
償
請
求
事
件
、
一
部
認
容
・
一
部
棄
却
（
控
訴
後
、
和
解)

、

判
時
二
〇
一
一
号
九
四
頁

」
金
融
商
事
法
務
一
三
三
六
号
、
一
六
四
頁
（
二
〇
一
〇
年)

。

(

�)

城
内
明
「
既
払
金
返
還
の
前
提
と
し
て
信
販
会
社
が
負
う
個
別
あ
っ
せ
ん
（
個
別
信
用
購
入
あ
っ
せ
ん
）
取
引
上
の
法
的
義
務

裁
判
例
の
到
達
点
と
割
賦
販
売
法
改
正
後
の
展
望

」
国
民
生
活
研
究
四
八
巻
一
号
、
三
二
頁
（
二
〇
〇
八
年)

。

(

�)

芦
野
訓
和
「
呉
服
の
過
量
販
売
及
び
信
販
会
社
の
過
剰
与
信
と
公
序
良
俗
違
反

平
成
二
〇
年
一
月
二
九
日
高
松
高
裁
第
四
部
判

決
、
平
成
一
九
年(

ネ)

第
一
一
〇
号
立
替
金
、
債
務
不
存
在
確
認
等
請
求
控
訴
事
件
、
原
判
決
変
更
（
確
定)

、
判
時
二
〇
一
二
号
七
九

頁

」
金
融
商
事
判
例
一
三
三
六
号
、
一
五
七
頁
（
二
〇
一
〇
年)

。

(

�)

前
掲
注(

�)

参
照
。

(

�)

判
例
時
報
二
〇
一
二
号
、
七
九
頁
（
二
〇
〇
八
年)

。
(

�)

前
掲
注(

�)

、
一
六
五
頁
。

(

�)

都
筑
光
雄
「
複
合
契
約
と
公
序
良
俗
（
下)

」
国
民
生
活
研
究
四
七
巻
三
号
、
一
八
頁
（
二
〇
〇
七
年)

。

(

	)

織
田
博
子
「
公
序
良
俗
と
不
法
行
為
」
椿
寿
人
＝
伊
藤
進
編
『
公
序
良
俗
違
反
の
研
究
』
二
九
三
頁(

日
本
評
論
社
、
一
九
九
五
年)

。

第
二
章

民
事
訴
訟
に
お
け
る
与
信
情
報
の
開
示
に
つ
い
て

前
章
で
は
、
信
販
会
社
と
与
信
審
査
の
あ
り
方
が
過
剰
与
信
を
招
き
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
原
告
に
損
害
を
生
じ
る
事
態
に
つ
い
て
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公
序
良
俗
違
反
と
し
て
争
わ
れ
た
事
例
と
そ
れ
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
本
章
で
は
、
そ
の
よ
う
な
過
剰
与

信
が
問
題
に
な
っ
た
事
例
に
お
い
て
紛
争
解
決
を
民
事
訴
訟
に
お
い
て
求
め
る
に
当
た
り
、
信
販
会
社
が
お
こ
な
っ
た
与
信
に
ま
つ

わ
る
情
報
（
と
く
に
原
告
の
情
報
）
の
開
示
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
開
示
の
可
否
ま
た
は
開
示
の
手
段
と
方
法
に
つ
い
て
考
察

し
て
い
き
た
い
。

１

過
剰
与
信
を
め
ぐ
る
民
事
訴
訟
に
お
い
て
文
書
提
出
命
令
が
争
わ
れ
た
事
例

福
岡
高
裁
平
成
二
一
年(

ラ)

二
七
三
号
、
平

成
二
一
年
一
〇
月
二
三
日
決
定

の
考
察

（
１
）
事
件
の
概
要

本
件
は
、
相
手
方
（
Ｘ
）
が
、
呉
服
等
を
七
回
に
わ
た
り
抗
告
人
株
式
会
社
丙
川
（
Ｙ２
）
か
ら
を
買
受
け
、
そ
の
う
ち
五
回
は
抗

告
人
株
式
会
社
乙
山
（
Ｙ１
）
と
の
間
で
立
替
払
契
約
を
締
結
し
た
。
し
か
し
Ｘ
は
、
こ
れ
ら
の
契
約
は
、
Ｙ２
が
Ｘ
に
対
し
不
当
な
販

売
方
法
を
用
い
た
と
し
、
Ｙ１
に
お
い
て
は
、
Ｙ２
の
不
当
な
販
売
方
法
を
知
り
な
が
ら
、
又
は
そ
れ
を
何
ら
調
査
す
る
こ
と
な
く
、
過

剰
与
信
し
た
こ
と
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
と
主
張
し
、
Ｙ１
Ｙ２
に
対
し
、
共
同
不
法
行
為
等
で
損
害
賠
償
を
求
め
、
ま
た
上
記
立
替
払
契

約
に
つ
い
て
は
、
Ｘ
の
意
思
能
力
の
欠
如
も
し
く
は
公
序
良
俗
違
反
に
よ
り
無
効
で
あ
り
又
は
消
費
者
契
約
法
四
条
に
基
づ
き
取
り

消
さ
れ
た
な
ど
と
主
張
し
た
。
Ｘ
は
Ｙ１
に
対
し
、
上
記
立
替
払
契
約
に
基
づ
く
債
務
不
存
在
の
確
認
を
求
め
る
と
と
も
に
、
不
当
利

得
返
還
請
求
権
に
基
づ
き
、
既
払
金
の
返
還
等
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
Ｘ
が
、
Ｙ１
の
加
盟
店
管
理
義
務
違
反
行
為
及
び
過
剰
与

信
防
止
義
務
違
反
行
為
等
の
立
証
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
Ｙ１
が
所
持
す
る
原
決
定
別
紙
文
書
目
録
記
載
一
（
１
）
か
ら

（
５
）
ま
で
の
文
書
に
つ
い
て
、
ま
た
、
Ｙ２
が
Ｘ
に
売
却
し
た
商
品
の
仕
入
価
格
が
販
売
価
格
に
比
し
て
極
め
て
少
額
で
あ
る
こ
と
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等
の
立
証
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
Ｙ２
が
所
持
す
る
同
目
録
記
載
二
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
の
文
書
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
文
書
提
出
命
令
を
申
し
立
て
た
事
案
で
あ
る
。

原
審
は
、
Ｙ１
に
対
す
る
申
立
て
に
つ
い
て
、
Ｙ１
の
所
持
す
る
文
書
一
（
以
下
、「
Ｙ１
文
書
」
と
す
る
。)

（
１
）
の
存
在
を
認
め
る

に
足
る
証
拠
が
な
い
と
し
て
申
立
て
を
却
下
し
た
が
、
Ｙ１
文
書
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
は
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ニ
所
定
の
文
書

に
該
当
す
る
と
い
う
Ｙ１
の
主
張
を
斥
け
、
Ｙ１
文
書
（
２
）
か
ら
（
５
）
ま
で
の
Ｘ
の
申
立
て
を
認
容
し
、
そ
れ
ら
の
提
出
を
命
じ
た
。

Ｙ２
に
関
す
る
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
Ｙ２
の
所
持
す
る
文
書
二
（
以
下
、「
Ｙ２
文
書
」
と
す
る
。）
（
１
）
及
び
（
２
）
に
つ
い
て
は
、

そ
の
存
在
を
認
め
る
に
足
る
証
拠
が
な
い
と
し
て
申
立
て
を
却
下
し
た
が
、
Ｙ２
文
書
（
３
）
は
同
条
同
号
ニ
所
定
の
文
書
に
該
当
す

る
と
い
う
Ｙ２
の
主
張
を
斥
け
、
そ
の
提
出
を
命
じ
た
。
本
決
定
は
、
原
審
決
定
に
対
す
る
Ｙ
ら
に
よ
る
抗
告
に
つ
い
て
の
決
定
で
あ

る
。

（
２
）
決
定
要
旨

Ｙ１
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
は
、
Ｙ１
文
書
（
３
）
の
う
ち
、「
与
信
判
定
結
果
票
」｢

自
動
与
信
シ
ス
テ
ム
」
と
題
す
る
書
面
に
つ

い
て
は
、
い
ず
れ
も
四
号
ハ
の
除
外
文
書
に
該
当
す
る
と
し
て
、
同
部
分
の
原
決
定
を
取
り
消
し
て
、
Ｙ１
文
書
（
３
）
の
そ
の
余
の

文
書
と
、
Ｙ１
文
書
（
２)

、（
４
）
及
び
（
５
）
に
つ
い
て
は
原
決
定
同
様
に
四
号
ニ
の
文
書
に
該
当
し
な
い
と
し
、
そ
の
上
四
号
ハ

の
除
外
文
書
に
も
該
当
し
な
い
と
し
て
、
こ
の
部
分
の
原
決
定
を
是
認
し
た
。

ま
た
Ｙ２
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
は
、
Ｙ２
文
書
（
３
）
に
つ
い
て
証
拠
調
べ
の
必
要
性
が
な
い
と
す
る
Ｙ２
の
主
張
は
理
由
が
な
い

と
し
て
、
ま
た
原
決
定
と
同
様
に
四
号
ニ
に
は
該
当
し
な
い
と
し
て
、
原
決
定
を
是
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
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本
決
定
に
お
い
て
、
Ｙ１
文
書
（
２
）[

１]

、〔
２]

、〔
４]

、（
３)

、（
４
）
に
つ
い
て
Ｙ１
は
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
民
訴
法
二
二
〇

条
四
号
ハ
に
該
当
し
、
そ
の
提
出
の
必
要
性
は
な
い
と
主
張
し
た
の
で
、
裁
判
所
は
、
同
法
同
条
四
号
ハ
（
一
九
七
条
一
項
三
号
）

所
定
の
「
職
業
の
秘
密
」
の
解
釈
に
つ
い
て
以
下
よ
う
に
述
べ
た
。

ま
ず
「
民
訴
法
一
九
七
条
一
項
三
号
所
定
の
『
職
業
の
秘
密
』
と
は
、
そ
の
事
項
が
公
開
さ
れ
る
と
、
当
該
職
業
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
以
後
そ
の
遂
行
が
困
難
に
な
る
も
の
を
い
う
（
最
高
裁
平
成
一
二
年
三
月
一
〇
日
第
一
小
法
廷
決
定
・
民
集
五
四
巻
三
号
一

〇
七
三
頁
参
照)

。
ま
た
、
文
書
提
出
命
令
の
対
象
文
書
に
職
業
の
秘
密
に
当
た
る
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
て
も
、
所
持
者
が
民
訴

法
二
二
〇
条
四
号
ハ
、
一
九
七
条
一
項
三
号
に
基
づ
き
文
書
の
提
出
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
対
象
文
書
に
記
載
さ
れ
た

職
業
の
秘
密
が
保
護
に
値
す
る
秘
密
に
当
た
る
場
合
に
限
ら
れ
、
当
該
情
報
が
保
護
に
値
す
る
秘
密
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
情

報
の
内
容
、
性
質
、
そ
の
情
報
が
開
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
所
持
者
に
与
え
る
不
利
益
の
内
容
、
程
度
等
と
、
当
該
民
事
事
件
の
内

容
、
性
質
、
当
該
民
事
事
件
の
証
拠
と
し
て
当
該
文
書
を
必
要
と
す
る
程
度
等
の
諸
事
情
を
比
較
衡
量
し
て
決
す
べ
き
も
の
で
あ
る

（
最
高
裁
平
成
一
八
年
一
〇
月
三
日
第
三
小
法
廷
決
定
・
民
集
六
〇
巻
八
号
二
六
四
七
頁
、
最
高
裁
平
成
二
〇
年
一
一
月
二
五
日
第

三
小
法
廷
決
定
・
民
集
六
二
巻
一
〇
号
二
五
〇
七
頁
参
照)

。」
と
解
釈
し
、
こ
の
考
え
方
に
従
っ
て
当
該
上
記
文
書
が
こ
れ
に
該
当

す
る
か
ど
う
か
に
つ
き
裁
判
所
は
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、「
抗
告
人
乙
山
社
は
、
情
報
が
開
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
所
持
者
に
与
え
る
不
利
益
の
内
容
、
程
度
等
と
本
件
の
基

本
事
件
の
証
拠
と
し
て
当
該
文
書
を
必
要
と
す
る
程
度
等
の
比
較
衡
量
に
つ
い
て
主
張
す
る
が
、
上
記
の
と
お
り
、
比
較
衡
量
は
当

該
文
書
に
職
業
の
秘
密
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
て
初
め
て
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
文
書
に
職
業
の
秘

密
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
抗
告
人
乙
山
社
の
上
記
主
張
は
前
提
を
欠
き
失
当
と
な
る
。」
と
し
た
。
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次
に
Ｙ１
は
、
Ｙ１
文
書
（
２
）[

１]

、〔
２]

、〔
４
〕
は
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ニ
所
定
の
文
書
に
当
た
る
旨
主
張
し
た
。
こ
の
点

に
つ
き
控
訴
裁
判
所
は
、「
あ
る
文
書
が
、
そ
の
作
成
目
的
、
記
載
内
容
、
こ
れ
を
現
在
の
所
持
者
が
所
持
す
る
に
至
る
ま
で
の
経

緯
、
そ
の
他
の
事
情
か
ら
判
断
し
て
、
専
ら
内
部
の
者
の
利
用
に
供
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
、
外
部
の
者
に
開
示
す
る
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
い
な
い
文
書
で
あ
っ
て
、
開
示
さ
れ
る
と
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
た
り
個
人
な
い
し
団
体
の
自
由
な
意
思
形
成

が
阻
害
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
開
示
に
よ
っ
て
所
持
者
の
側
に
看
過
し
難
い
不
利
益
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
当
該
文
書
は
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ニ
所
定
の
『
専
ら
文
書
の
所
持
者
の
利
用
に
供
す
る
た
め

の
文
書
』
に
当
た
る
（
最
高
裁
平
成
一
一
年
一
一
月
一
二
日
第
二
小
法
廷
決
定
・
民
集
五
三
巻
八
号
一
七
八
七
頁
参
照)

。」
と
の
考

え
を
述
べ
、
こ
の
考
え
方
に
従
っ
て
当
該
上
記
書
面
が
そ
れ
に
該
当
す
る
か
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

こ
の
際
、
裁
判
所
は
民
訴
法
二
二
三
条
六
項
に
基
づ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
を
採
用
し
た
。
そ
の
結
果
、
Ｙ１
文
書

（
２
）[

１
〕(

加
盟
店
管
理
基
準
）
に
つ
い
て
は
、「
上
記
文
書
は
、
…
…
上
記
事
情
及
び
上
記
対
応
の
内
容
は
い
ず
れ
も
一
般
的

な
も
の
で
あ
り
、
特
に
独
自
性
は
う
か
が
わ
れ
な
い
。」
「
以
上
に
よ
れ
ば
、
上
記
文
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
が
公
開
さ
れ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
抗
告
人
乙
山
社
の
職
業
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
以
後
そ
の
遂
行
が
困
難
に
な
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
同
抗
告
人
主
張

の
比
較
衡
量
を
す
る
ま
で
も
な
く
、
上
記
文
書
は
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ハ
所
定
の
文
書
に
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
上
記
文
書
の
開

示
に
よ
っ
て
所
持
者
で
あ
る
抗
告
人
乙
山
社
の
側
に
看
過
し
難
い
不
利
益
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

ら
、
上
記
文
書
は
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ニ
所
定
の
文
書
に
当
た
ら
な
い
。」
と
し
た
。

次
に
Ｙ１
文
書
（
２
）[

２
〕(

経
済
産
業
省
に
提
出
し
た
報
告
文
書
）
に
つ
い
て
、「
上
記
文
書
は
、
…
…
上
記
措
置
の
内
容
に
つ

い
て
特
に
独
自
性
は
う
か
が
わ
れ
な
い
。」
「
以
上
に
よ
れ
ば
、
上
記
文
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
が
公
開
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
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抗
告
人
乙
山
社
の
職
業
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
以
後
そ
の
遂
行
が
困
難
に
な
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
同
抗
告
人
主
張
の
比
較
衡
量

を
す
る
ま
で
も
な
く
、
上
記
文
書
は
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ハ
所
定
の
文
書
に
当
た
ら
な
い
。」
と
し
た
。

続
い
て
、
Ｙ１
文
書
（
２
）[

４
〕(

平
成
一
六
年
要
請
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
加
盟
店
管
理
基
準
）
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の

文
書
に
つ
い
て
も
同
様
に
記
載
内
容
に
つ
い
て
何
ら
独
自
性
は
見
受
け
ら
れ
ず
、
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ハ
所
定
の
文
書
に
も
同
ニ

所
定
の
文
書
に
当
た
ら
な
い
と
し
た
。

そ
し
て
、
Ｙ１
文
書
（
３
）(

与
信
審
査
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
社
内
規
定
）
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
を
と
っ
た
こ

と
に
よ
り
そ
の
中
身
を
細
か
く
分
け
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、「
上
記
文
書
は
、
ア

抗
告
人
乙
山
社
が
作
成
し
て

い
る
『
与
信
判
定
結
果
票
』
の
見
方
等
を
記
載
し
た
文
書
、
イ

抗
告
人
乙
山
社
が
運
用
し
て
い
る
『
自
動
与
信
シ
ス
テ
ム
』
の
取

扱
方
法
等
を
記
載
し
た
文
書
、
ウ

与
信
審
査
の
手
順
等
を
記
載
し
た
文
書
、
エ

与
信
の
可
否
を
決
す
る
取
扱
基
準
の
一
覧
表
、

オ

与
信
判
断
に
当
た
っ
て
考
慮
す
べ
き
申
込
人
に
関
す
る
事
情
等
を
記
載
し
た
文
書
、
カ

取
扱
不
適
格
案
件
を
記
載
し
た
文
書
」

か
ら
成
っ
て
お
り
、「
ア
、
イ
の
文
書
に
は
抗
告
人
乙
山
社
に
お
け
る
申
込
人
の
信
用
情
報
の
記
録
・
利
用
等
の
方
法
等
が
詳
細
に

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と｣

、「
ウ
か
ら
カ
ま
で
の
文
書
に
は
あ
る
程
度
具
体
的
な
記
載
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。」

し
か
し
「
ウ
か
ら
カ
ま
で
の
文
書
の
記
載
内
容
は
確
か
に
あ
る
程
度
具
体
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
特
に
独
自
性
が
う
か
が
わ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。」
と
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
Ｙ１
文
書
（
３
）
の
う
ち
ア
、
イ
の
文
書
に
つ
い
て
は
、「
こ
れ
が
公
開
さ
れ
る
と
、
抗
告
人
乙
山
社
（
Ｙ１：

筆
者

挿
入
）
が
申
込
人
の
信
用
情
報
を
ど
の
よ
う
に
記
録
・
利
用
し
て
い
る
か
が
明
ら
か
と
な
り
、
同
抗
告
人
の
業
務
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
、
以
後
そ
の
遂
行
が
困
難
に
な
る
も
の
と
い
え
る
か
ら
、
同
抗
告
人
の
職
業
の
秘
密
に
当
た
る
と
解
さ
れ
る
。」
そ
し
て
「
ア
、
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イ
の
文
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
は
保
護
に
値
す
る
秘
密
に
当
た
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
し
た
。

最
後
に
、
Ｙ１
文
書
（
４
）(

平
成
一
六
年
要
請
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
契
約
申
込
意
思
確
認
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
社
内
規

定
）
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
上
記
文
書
の
記
載
内
容
は
確
か
に
具
体
的
か
つ
詳
細
で
は
あ
る
も
の
の
、
特
に
独

自
性
が
う
か
が
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。」
と
し
て
Ｙ１
に
対
し
て
「
職
業
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
以
後
そ
の
遂
行
が
困
難
に
な
る
と

は
い
え
な
い
か
ら
、
同
抗
告
人
主
張
の
比
較
衡
量
を
す
る
ま
で
も
な
く
、
上
記
文
書
は
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ハ
所
定
の
文
書
に
当

た
ら
な
い
。」
と
し
た
。

本
決
定
に
お
け
る
Ｙ２
文
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
裁
判
所
は
、
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ニ
所
定
の
文
書
に
は
当
た
ら

な
い
と
し
て
Ｙ２
の
主
張
を
斥
け
た
。

（
３
）
若
干
の
考
察

本
件
は
被
抗
告
人
Ｘ
が
抗
告
人
Ｙ１
に
対
し
て
、
立
替
払
契
約
に
基
づ
く
債
務
不
存
在
の
確
認
を
求
め
る
と
と
も
に
、
不
当
利
得
返

還
請
求
権
に
基
づ
き
、
既
払
金
の
返
還
等
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
そ
の
根
拠
を
立
証
す
る
た
め
に
抗
告
人
Ｙ１
Ｙ２
に
そ
れ
ぞ
れ
必

要
文
書
の
提
出
を
求
め
た
事
例
で
あ
り
、
原
審
決
定
で
は
、
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ニ
所
定
の
除
外
文
書
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の

判
断
だ
け
が
行
わ
れ
、
Ｘ
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
Ｙ１
、
Ｙ２
が
抗
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
抗
告
審
決
定
で
は
、
同
法
同
条
ニ

だ
け
で
な
く
同
ハ
所
定
の
除
外
文
書
に
該
当
す
る
か
ま
で
そ
の
検
討
が
広
げ
ら
れ
た
。

ま
た
本
決
定
で
は
、
同
二
二
三
条
六
項
の
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
原
審
決
定
で
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
た
め

に
、
抗
告
人
で
あ
る
Ｙ１
は
Ｙ１
文
書
の
（
２
）
か
ら
（
５
）
ま
で
の
全
て
の
提
出
を
課
さ
れ
た
が
、
イ
ン
カ
メ
ラ
方
式
の
利
用
に
よ
り
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Ｙ１
文
書
（
３
）
の
「
与
信
判
定
結
果
票
」
と
「
自
動
与
信
シ
ス
テ
ム
」
と
題
さ
れ
た
書
面
に
つ
い
て
は
そ
の
提
出
を
斥
け
る
こ
と
が

で
き
た
。

本
件
に
類
似
し
た
事
例
と
し
て
、
広
島
地
裁
平
成
一
二
年
（
モ
）
二
〇
五
一
号
決
定

(

�)

（
以
下
、「
広
島
地
裁
決
定
」
と
す
る
。）
が

あ
る
の
で
、
こ
れ
を
紹
介
し
た
い
。
こ
の
事
例
は
、
被
告
信
販
会
社
か
ら
の
立
替
払
い
を
利
用
し
て
、
被
告
ら
の
加
盟
店
か
ら
モ
ニ

タ
ー
商
法

(

�)

に
よ
り
布
団
を
購
入
し
て
被
害
を
被
っ
た
と
主
張
す
る
原
告
ら
が
、
被
告
ら
に
は
立
替
払
委
託
契
約
上
、
加
盟
店
を
調
査
・

管
理
す
べ
き
義
務
が
あ
る
の
に
こ
れ
を
怠
っ
た
と
し
て
、
同
契
約
を
解
除
し
、
未
払
金
の
債
務
不
存
在
確
認
等
を
求
め
た
事
件
で
あ

り
、
原
告
ら
が
、
立
証
の
た
め
に
必
要
な
加
盟
店
審
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
文
書
を
提
出
す
る
よ
う
申
立
て
た
。
こ
の
開
示
申
立
に
対

す
る
広
島
地
裁
決
定
で
は
、
加
盟
店
審
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
加
盟
店
に
関
す
る
調
査
結
果
記
載
文
書
に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
二
二

〇
条
四
号
ニ
の
自
己
利
用
文
書
に
該
当
し
、
信
販
会
社
が
依
頼
し
て
興
信
所
が
作
成
し
た
販
売
店
の
調
査
報
告
文
書
に
つ
い
て
は
、

民
事
訴
訟
法
二
二
〇
条
四
号
ハ
、
一
九
七
条
三
号
の
秘
密
文
書
に
該
当
す
る
と
し
、
い
ず
れ
も
提
出
義
務
は
な
い
と
し
て
申
立
て
を

却
下
す
る
決
定
が
下
さ
れ
た
。

３

争
わ
れ
た
文
書
の
中
身
を
吟
味
し
な
い
で
排
除
す
る
問
題
点

広
島
地
裁
決
定
で
は
、
福
岡
高
裁
決
定
の
よ
う
に
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
を
利
用
し
て
い
な
い
た
め
、
文
書
の
内
容
そ
の
も
の
に
つ

い
て
裁
判
所
は
直
接
そ
の
内
容
を
吟
味
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
開
示
が
争
わ
れ
て
い
る
文
書
の
中
身
を
見
る
こ
と
な
く
、
ど

う
し
て
自
己
利
用
文
書
や
秘
密
文
書
と
判
断
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
に
は
、「
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
に
よ
り
受
訴
裁
判
所
が
心
証
形
成
す
る
危
険
が
あ
る
こ
と
」
と
「
申
立
人
の
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手
続
保
障
が
な
い
」
と
い
う
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

(

�)

こ
こ
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
の
は
裁
判
官
の
「
証
拠
と
す
べ
き
で
な
い

情
報
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
」
こ
と
に
よ
る
心
証
形
成
の
懸
念
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
点
を
重
視
す
る
必
要
性
は
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
む
し
ろ
裁
判
官
は
こ
の
よ
う
な
判
断
で
心
証
形
成
を
左
右
さ
れ
な
い
訓
練
を
受
け
た
（
は
ず
の
）
専
門
職
な
の
で
あ
る
か
ら
、

訴
訟
当
事
者
と
な
る
国
民
は
裁
判
官
の
自
由
な
心
証
形
成
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
問
題
は
イ
ン
カ
メ
ラ
を
お

こ
な
っ
た
裁
判
官
の
心
証
形
成
へ
の
影
響
よ
り
は
む
し
ろ
、
真
実
発
見
の
た
め
に
他
方
当
事
者
が
知
る
必
要
の
あ
る
文
書
が
、
中
身

に
つ
い
て
何
の
吟
味
も
さ
れ
な
い
ま
ま
証
拠
と
し
て
提
示
さ
れ
な
い
こ
と
へ
の
懸
念
で
あ
る
。
次
章
で
後
述
す
る
よ
う
に
コ
モ
ン
ロ
ー

国
で
は
裁
判
官
が
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
を
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
自
体
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

多
く
の
民
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
文
書
提
出
の
問
題
を
検
討
す
る
と
、
被
告
企
業
側
は
、
文
書
提
出
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
い
っ

た
ん
提
出
を
拒
む
傾
向
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
当
事
者
は
、
不
提
出
を
主
張
す
る
上
で
、
理
由
を
提
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
民
事
訴
訟
は
本
来
、
訴
訟
当
事
者
の
公
平
か
つ
公
正
な
訴
訟
運
営
が
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
が
伴
っ
て
こ
そ
、
本
来
の
手
続
的
公
正
さ
が
貫
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
む
や
み
に
す
べ
て
の
提
出
を
拒
む
こ
と
は
、

む
し
ろ
不
公
正
な
訴
訟
進
行
を
促
す
要
因
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
で
は
、
当
事
者
が
提
出
を
拒
む
文
書
を
直
接
見
て
、
そ
の
文
書
に
つ
い
て
守
秘
性
が
あ
る
と
判
断
す
れ
ば
、

提
出
の
必
要
性
を
回
避
で
き
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
利
用
が
進
む
こ
と
で
、
よ
り
公
正
な
証
拠
開
示
と
収
集
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
結

果
的
に
公
正
な
裁
判
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
、
福
岡
高
裁
決
定
は
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
利
用
に
よ
り
提
出
範
囲
が
限
定
さ
れ
た
上
で
証
拠
提
出
の
判
断
が
な
さ
れ

て
い
る
の
で
、
そ
の
点
で
評
価
に
値
す
る
決
定
で
あ
る
。

(

�)
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(

�)
｢

信
販
会
社
が
作
成
・
所
持
す
る
加
盟
店
審
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
が
自
己
利
用
文
書
な
い
し
秘
密
文
書
に
該
当
す
る
と
し
て
、
文
書
提

出
命
令
の
申
立
て
が
却
下
さ
れ
た
事
例
」
商
事
法
務
一
六
二
七
号
、
五
九
�六
〇
頁
（
二
〇
〇
二
年)

。

(
�)
モ
ニ
タ
ー
商
法
と
は
、
モ
ニ
タ
ー
に
な
る
と
商
品
が
安
く
な
る
、
ま
た
は
、
モ
ニ
タ
ー
料
と
い
っ
た
名
目
で
収
入
を
得
ら
れ
る
と
い
っ

た
勧
誘
を
行
う
商
法
の
こ
と
で
あ
る
。

(

�)

山
本
和
彦
・
須
藤
典
明
・
片
山
英
二
・
伊
藤
尚
編
『
文
書
提
出
命
令
の
理
論
と
実
務
』
六
九
頁
、
民
事
法
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
。

(

�)

判
例
時
報
二
〇
七
三
号
、
五
八
頁
（
二
〇
一
〇
年)

。

第
三
章

個
人
情
報
の
開
示
と
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
役
割

１

日
本
民
事
訴
訟
に
お
け
る
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
役
割

前
章
で
み
た
、
福
岡
高
裁
の
決
定
は
、
本
案
訴
訟
の
事
実
の
解
明
と
言
う
点
で
の
開
示
に
対
す
る
積
極
的
姿
勢
と
と
も
に
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
会
社
の
与
信
情
報
の
よ
う
な
「
私
的
利
用
文
書
」
を
企
業
機
密
と
し
て
一
方
的
に
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
裁
判
所
に
お
け

る
「
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
」
の
利
用
を
喚
起
し
た
点
で
注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、「
私
的
利
用
文
書
」
の
開
示
に
お
け
る

イ
ン
カ
メ
ラ
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。

イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
と
は
、
民
事
訴
訟
法
二
二
〇
条
四
号
イ
か
ら
ニ
の
文
書
提
出
義
務
の
存
否
を
判
断
す
る
た
め
に
、
文
書
の
所

持
者
か
ら
文
書
を
提
示
さ
せ
、
裁
判
所
だ
け
が
そ
の
文
書
を
閲
読
す
る
と
い
う
手
続
き
で
あ
る
。
当
事
者
に
開
示
し
な
い
文
書
を
裁

判
所
が
み
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
異
例
の
手
続
き
で
あ
る
と
し
て
無
制
限
に
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
学
説
上
の
争
い
も
根
強

く
あ
っ
た
。

(

�)

前
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
①
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
に
よ
っ
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て
受
訴
裁
判
所
が
予
断
を
含
む
心
証
形
成
す
る
危
険
が
あ
る
こ
と
、
②
申
立
人
の
手
続
保
障
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
①
の
懸
念

と
は
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
結
果
、
文
書
提
出
義
務
は
な
い
と
の
判
断
が
下
さ
れ
て
も
、
そ
の
文
書
の
記
載
内
容
か
ら
受
訴
裁
判

所
は
心
証
を
得
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
様
に
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
結
果
、
証
拠
調
べ
の
必
要
性
が
な

い
と
の
判
断
が
下
さ
れ
て
も
、
文
書
提
出
義
務
が
あ
る
か
な
い
か
を
判
断
す
る
た
め
に
文
書
を
見
た
の
だ
か
ら
文
書
提
出
命
令
の
申

立
て
を
却
下
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
文
書
提
出
命
令
を
認
め
る
の
も
お
か
し
い
こ
と
に
な

る
。

(

�)

こ
の
よ
う
な
問
題
を
回
避
す
る
た
め
に
、
高
橋
教
授
や
三
木
教
授
は
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
を
行
う
裁
判
官
と
受
訴
裁
判
所
の
裁
判

官
を
分
け
る
べ
き
だ
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
確
か
に
両
者
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
問
題
解
決
に
な
る
が
、
現

状
の
裁
判
官
一
人
当
た
り
の
事
件
処
理
件
数
を
考
え
る
と
、
他
の
事
件
の
処
理
時
間
が
延
び
、
訴
訟
進
行
の
遅
延
に
つ
な
が
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
時
間
的
問
題
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
利
用
を
減
少
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
う

事
態
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

次
に
②
の
問
題
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
当
事
者
の
手
続
保
障
の
問
題
と
い
う
の
は
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
運
用
は
裁
判

所
の
裁
量
に
任
さ
れ
、
当
事
者
に
関
与
す
る
機
会
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

(

�)

イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
審
理
に
対

席
で
き
ず
、
問
題
文
書
の
閲
読
も
許
さ
れ
な
い
た
め
、
申
立
人
に
対
す
る
手
続
保
障
が
欠
け
て
い
る
と
の
主
張
で
あ
る
。
さ
ら
に
審

理
の
結
果
、
文
書
に
提
出
義
務
の
除
外
事
由
が
認
め
ら
れ
、
申
立
て
が
却
下
さ
れ
た
場
合
、
申
立
人
は
ど
の
よ
う
な
記
載
内
容
が
あ
っ

た
た
め
に
除
外
事
由
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
の
で
、
即
時
抗
告
の
理
由
の
書
き
よ
う
が
な
い
と
の
指
摘
も
な
さ

れ
て
い
る
。

(

�)
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イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
は
、
条
文
上
「
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
判
断
は
裁
判
所
の
裁
量
で

あ
る
と
さ
れ
る
が
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
利
用
は
、
他
の
手
段
で
は
目
的
を
達
成
で
き
な
い
場
合
に
限
る
と
の
考
え
に
対
し
て
、

三
木
教
授
な
ど
か
ら
は
、
条
文
に
基
づ
く
必
要
性
要
件
の
ほ
か
に
別
の
要
件
を
立
て
る
も
の
で
あ
り
、
裁
判
所
の
手
続
裁
量
を
否
定

す
る
こ
と
に
な
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

ま
た
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
期
日
の
運
用
に
関
し
て
、
文
書
所
持
者
以
外
の
当
事
者
の
不
信
感
を
生
ま
な
い
よ
う
に
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手

続
き
は
、
口
頭
弁
論
期
日
に
行
い
、
文
書
は
そ
の
場
で
閲
読
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
も
あ
る
。

(

�)

他
方
、
条
文
上
、
文
書
を
提
示
さ
せ
、

の
ち
に
裁
判
官
だ
け
で
閲
読
し
、
文
書
の
所
持
者
さ
え
立
ち
会
わ
せ
な
い
こ
と
も
で
き
る
し
、
ま
た
逆
に
文
書
の
所
持
者
の
立
会
い

も
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
文
書
の
所
持
者
が
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
る
と
な
る
と
、
所
持
者
は
た
だ
何
も
言
わ
ず
、
ま
た
文
書
の

説
明
も
行
わ
な
い
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
所
持
者
が
除
外
事
由
の
該
当
性
や
文
書
提
出
義
務
の
不
存
在
と
そ
の
範
囲
を
一
方
的
に

主
張
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
点
、
伊
藤
眞
教
授
は
不
公
平
・
不
公
正
な
手
続
き
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

(

�)

こ
の

点
を
回
避
す
る
た
め
に
、
守
秘
義
務
の
あ
る
当
事
者
の
代
理
人
の
立
会
い
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
奥
教
授
や
伊
藤

眞
教
授
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

ま
た
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
は
当
事
者
の
対
等
性
を
害
す
る
裁
判
所
依
存
の
手
続
で
あ
る
と
の
意
見

(

�)

も
出
さ
れ
て
お
り
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
柔
軟
な
取
り
扱
い
に
は
、
ま
だ
ま
だ
困
難
な
道
の
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(

�)

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
の
民
事
訴
訟
手
続
き
に
お
け
る
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
に
は
、
依
然
、
確
立
し
て
い
な
い
論
点
や
学
説
上
の

問
題
点
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
運
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
こ
と
は
有
用
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

(

�)
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２

ア
メ
リ
カ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
き
に
お
け
る
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
役
割

ア
メ
リ
カ
で
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
き
に
お
い
て
守
秘
義
務
が
主
張
さ
れ
た
情
報
を
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
で
検
討
で
き
る
か

ど
う
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
行
政
文
書
が
国
家
秘
密
に
属
す
る
と
し
て
開
示
拒
否
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
開
示
を
め
ぐ
っ

て
争
わ
れ
た
事
案
を
中
心
と
し
て
少
な
か
ら
ず
知
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
Ｂ
�29
戦
闘
爆
撃
機
の
墜
落
に
関
す
る
不
法
行
為
訴

訟
に
お
け
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
請
に
対
し
、
国
家
機
密
を
理
由
に
Ｃ
Ｉ
Ａ
や
関
係
軍
事
局
の
情
報
開
示
が
拒
否
さ
れ
、
イ
ン
カ
メ

ラ
手
続
き
が
争
わ
れ
た
事
例
や
、

(

�)

ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
刑
事
事
件
へ
の
関
与
に
つ
い
て
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
執

務
室
で
の
会
話
録
音
テ
ー
プ
の
提
出
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
、

(

�)

が
知
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
事
案
に
お
い
て
も
、
裁
判
官
に
よ
り

イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
重
要
性
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

連
邦
最
高
裁
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
先
例
が
、
公
的
文
書
に
関
す
る
特
権
に
よ
る
開
示
拒
否
に
対
し
て
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
が
持
つ

重
要
な
役
割
を
再
度
確
認
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
最
高
裁
判
決
が
具
体
的
な
民
事
紛
争
に
お
け
る
企
業
機
密
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
理

由
と
す
る
訴
訟
関
連
文
書
の
開
示
拒
否
の
主
張
に
お
け
る
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
役
割
に
影
響
を
与
え
て
い
る

(

�)

と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
で
引
用
さ
れ
る
機
会
の
多
い
、
ケ
リ
ー
事
件

(
�)
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

本
件
は
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
矯
正
局
に
対
し
て
、
そ
の
服
役
者
が
、
州
矯
正
局
が
有
す
る
服
役
者
自
身
に
関
す
る
情
報
の
開

示
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。
連
邦
地
裁
が
、
服
役
者
の
個
人
情
報
の
開
示
要
求
を
認
め
た
た
め
、
州
当
局
が
、
連
邦
地
裁
を
相
手
取
っ

て
そ
の
差
止
め
と
開
示
を
拒
否
す
る
職
務
執
行
令
状

(

�)

を
求
め
た
。
第
九
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
も
そ
の
申
立
て
を
拒
ん
だ
た
め
、

サ
ー
シ
オ
レ
イ
ラ
イ
が
認
め
ら
れ
連
邦
最
高
裁
に
上
告
さ
れ
た
。
連
邦
最
高
裁
は
、
職
務
執
行
令
状
の
発
給
を
求
め
る
こ
と
は
不
適

切
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
拒
否
し
、
ま
た
主
張
さ
れ
て
い
る
政
府
の
公
務
を
理
由
と
す
る
特
権
の
主
張
に
も
と
づ
く
非
開
示
文
書
に
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つ
い
て
は
、
当
該
資
料
の
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
要
請
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。

(

�)

最
高
裁
は
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
が
こ

の
よ
う
な
特
権
に
つ
い
て
の
争
い
を
審
査
す
る
場
合
の
適
切
な
手
段
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
問
題
と
な
っ
て
い

る
特
定
の
文
書
の
性
質
に
応
じ
て
、
文
書
に
つ
い
て
の
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
が
比
較
的
コ
ス
ト
が
か
か
ら
ず
、
ま
た
明
確
に
価
値
が

あ
る
方
法
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
上
告
人
の
関
連
性
の
欠
如
と
特
権
の
主
張
と
、
被
上
告
人
の
文
書
に
対
す

る
必
要
性
と
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」

(

�)

さ
ら
に
、「
実
際
に
最
高
裁
は
、
こ
れ
ま
で
政
府
の
特

権
の
請
求
を
取
扱
う
際
に
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
が
た
い
へ
ん
適
切
で
役
立
つ
手
段
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
長
期
に
わ
た
っ
て
述
べ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。」
と
し
て
そ
の
有
用
性
を
支
持
し
て
い
る
。

(

�)

こ
の
点
、
国
家
機
密
以
外
の
一
般
の
民
事
訴
訟
に
お
い
て
も
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
い
て
、
事
実
審
裁
判
官
が
、
被
告
に
対
し
て
機
密
と
主
張
さ
れ
て
い
る
情
報
を
原
告
に
手
渡
す
よ
う
命
令
す

る
前
に
、
イ
ン
カ
メ
ラ
文
書
の
閲
覧
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
つ
い
て
の
自
由
裁
量
権
を
濫
用
し
た
と

す
る
上
訴
審
で
の
決
定
事
案
が
あ
る
。

(

�)

こ
の
事
案
は
、
胆
の
う
手
術
が
施
さ
れ
て
い
る
間
の
過
失
が
主
張
さ
れ
て
い
る
レ
イ
モ
ン
ド
・

ラ
イ
ア
ン
医
師
に
対
す
る
医
療
過
誤
訴
訟
に
お
い
て
、
原
告
は
、
医
師
の
証
言
録
取
中
に
、
医
師
が
い
ま
ま
で
行
っ
た
す
べ
て
の
手

術
を
記
録
し
て
い
る
電
子
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
と
り
わ
け
、
こ
の
う
ち
の
外
科
医
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
は
、
手
術
の
タ
イ
プ
を
複
雑
さ
に
応
じ
て
記
載
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
原
告
は
、
そ
の
記
録
の
開
示
を
求
め
た
の
で
あ
る
が
、

被
告
の
弁
護
士
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
コ
ピ
ー
を
提
供
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
。
原
告
か
ら
の
開
示
申
立
て
に
対
し
て
、
事
実
審
裁
判

官
は
、
被
告
弁
護
士
か
ら
の
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
要
請
を
断
っ
て
、
原
告
に
全
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
譲
り
渡
す
よ
う
命
令
し
た
。
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
裁
判
官
に
よ
る
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
を
繰
り
返
し
求
め
る
被
告
弁
護
士
に
対
し
法
廷
侮
辱
に
よ
っ
て
罰
金
を
課
し
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た
。
被
告
は
事
実
審
裁
判
官
の
決
定
に
対
し
即
時
抗
告
し
た
。

(

�)

上
訴
裁
判
所
は
、
事
実
審
裁
判
官
の
決
定
を
一
部
破
棄
し
、
次
の
よ

う
に
述
べ
た
。「
事
実
審
裁
判
所
が
当
該
情
報
の
提
出
を
命
じ
る
前
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
の
イ
ン
カ
メ
ラ
手

続
き
を
行
わ
な
か
っ
た
点
に
そ
の
裁
量
を
逸
脱
し
て
い
た
と
の
被
告
弁
護
士
の
主
張
を
支
持
す
る
。
事
実
審
裁
判
所
は
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー
制
度
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
監
督
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
権
限
は
、
考
え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
関
連
性(

re
le

v
an

ce)

を
決
定

す
る
た
め
に
イ
ン
カ
メ
ラ
で
資
料
を
検
討
す
る
た
め
の
権
限
を
含
む
。
こ
こ
で
、
事
実
審
裁
判
所
は
問
題
と
な
っ
た
資
料
の
関
連
性

を
決
定
す
る
た
め
に
直
接
の
検
査
を
行
う
特
権(

p
re

ro
g

ativ
e)

を
有
し
て
い
た
。」

(

�)

控
訴
裁
は
さ
ら
に
、「
事
実
審
裁
判
所
が
、
資
料
を
調
べ
る
こ
と
な
く
開
示
し
た
の
で
、
被
告
は
資
料
が
あ
ら
ゆ
る
目
的
の
た
め

に
関
連
性
が
あ
っ
た
か
な
か
っ
た
か
の
判
断
を
し
て
も
ら
え
ず
、
ま
た
、
無
関
係
と
さ
れ
た
場
合
に
は
開
示
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
た

と
い
う
点
に
つ
い
て
不
当
に
制
限
さ
れ
た
。
…
…
事
実
審
裁
判
所
は
当
該
文
書
に
つ
い
て
検
査
を
行
っ
た
あ
と
、
そ
の
中
に
含
ま
れ

る
情
報
、
あ
る
い
は
そ
の
一
部
が
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
目
的
の
た
め
の
関
連
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
今
度
は
当
該
情
報

の
関
連
性
の
理
由
を
述
べ
る
き
で
あ
る
。」
と
し
た
。

(
�)

「
し
た
が
っ
て
、
事
実
審
裁
判
所
が
、
情
報
が
関
連
性
を
有
す
る
と
適
切
に
判
断
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
被
告
の
非
開
示
請
求

が
根
拠
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
決
定
す
る
た
め
に
イ
ン
カ
メ
ラ
で
文
書
を
調
査
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
…
…
そ
う
い
う
事
情
で
、

事
実
審
裁
判
所
は
被
告
の
非
開
示
申
立
て
を
再
考
す
る
の
を
否
定
す
る
前
に
、
請
求
さ
れ
た
文
書
の
イ
ン
カ
メ
ラ
検
査
を
行
わ
な
か
っ

た
点
に
そ
の
裁
量
の
逸
脱
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
裁
判
所
は
、
事
実
審
裁
判
所
の
原
告
の
開
示
申
立
て
を
容
認
し
た
決
定
を

破
棄
し
、
イ
ン
カ
メ
ラ
で
当
該
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
内
容
を
調
べ
る
こ
と
を
指
示
し
、
差
戻
す
。」
と
し
た
。

(

�)

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
文
書
提
出
に
際
し
て
、
法
的
に
認
め
ら
れ
た
特
権
や
、
企
業
機
密
あ
る
い
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は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
根
拠
と
し
て
非
開
示
の
主
張
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
相
手
方
が
、
そ
の
よ
う
な
主
張
の
適
法
性
や

妥
当
性
に
つ
い
て
の
判
断
を
裁
判
所
に
求
め
、
裁
判
所
が
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
資
料
の
審
査
を
行
う
こ
と

は
、
む
し
ろ
訴
訟
に
お
け
る
公
正
さ
を
担
保
す
る
適
正
な
手
続
き
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

(

�)

山
本
和
彦
・
須
藤
典
明
・
片
山
英
二
・
伊
藤
尚
編
『
文
書
提
出
命
令
の
理
論
と
実
務
』
六
九
頁
、
民
事
法
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
。

(

�)

同
掲
、
七
〇
頁
。

(

�)

同
掲
、
七
一
頁
。

(

�)

同
掲
、
同
頁
。

(

�)

三
木
浩
一
「
文
書
提
出
命
令
の
申
立
て
お
よ
び
審
理
手
続
」(

竹
下
守
夫
ほ
か
編
・
講
座
新
民
事
訴
訟
法
Ⅱ
）
八
〇
頁
、
一
九
九
八

年
。

(

�)

奥
博
司
「
文
書
提
出
命
令
⑤

イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
」(

三
宅
省
三
ほ
か
編
・
新
民
事
訴
訟
法
大
系
第
三
巻
）
二
二
一
頁
、
一
九
九

七
年
。

(

�)

伊
藤
眞
「
イ
ン
・
カ
メ
ラ
手
続
の
光
と
影
」(
新
堂
幸
司
先
生
古
稀
祝
賀
・
民
事
訴
訟
法
理
論
の
新
た
な
構
築
（
下)

）
二
〇
六
頁
、

二
〇
〇
一
年
。

(

�)

前
掲
注(

�)

二
二
二
頁
、
前
掲
注(

�)

一
九
一
頁
等
。

(

	)

前
掲
注(

�)

七
四
頁
。

(


)

ま
ず
近
年
、
日
本
で
は
、
民
事
裁
判
の
現
状
を
踏
ま
え
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
を
中
心
に
そ
の
改
革
に
つ
い
て
の
検
討
が
な
さ
れ
て

い
る
。
な
か
で
も
証
拠
収
集
手
続
き
の
改
革
に
つ
い
て
は
最
優
先
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
拡
充
は
必
須
と
さ
れ
て
い
る
。
新
民
事
訴

訟
法
が
施
行
さ
れ
た
一
九
九
八
年
に
比
べ
、
二
〇
〇
九
年
で
一
般
民
事
事
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
均
審
理
期
間
も
短
縮
傾
向
に
あ

る
。
一
方
で
人
証
調
べ
や
検
証
は
減
少
し
、
控
訴
審
で
の
取
消
率
は
依
然
と
し
て
高
い
ま
ま
で
あ
り
、
裁
判
の
適
正
さ
に
問
題
が
あ
る
。
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民
事
訴
訟
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
八
割
近
く
の
利
用
者
か
ら
時
間
と
費
用
が
か
か
る
と
の
回
答
が
あ
り
、
そ
の
満
足
度
は
低

い
。
そ
こ
で
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
は
民
事
裁
判
の
運
用
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
課
題
を
提
言
し
、
中
間
試
案
を
提
出
し
た
。
な
か

で
も
証
拠
収
集
手
続
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
文
書
提
出
命
令
の
改
正
、
当
事
者
照
会
制
度
の
改
正
、
陳
述
録
取
制
度
の
創
設
の
三
点
に
つ

い
て
改
正
案
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
第
一
は
、
文
書
提
出
命
令
の
改
正
で
あ
り
、「
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
二
の
自
己
使
用
文
書
に
つ
い
て
の
除
外
規
定
と
二
二
〇
条

四
号
ホ
の
刑
事
関
係
文
書
に
つ
い
て
の
除
外
規
定
を
削
除
す
る
。」
と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
自
己
使
用
文
書
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
平

成
一
一
年
一
一
月
一
二
目
決
定
に
よ
っ
て
、
①
文
書
の
作
成
目
的
、
経
緯
等
の
事
情
か
ら
判
断
し
て
、
専
ら
内
部
の
利
用
に
供
す
る
目
的

で
作
成
さ
れ
、
②
開
示
さ
れ
る
と
団
体
の
意
思
形
成
が
阻
害
さ
れ
る
な
ど
、
所
侍
者
側
に
看
過
し
が
た
い
不
利
益
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
に
は
、
③
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
法
二
二
〇
条
第
四
号
ニ
の
文
書
に
該
当
す
る
、
と
基
準
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
も
、
こ
の
基

準
を
踏
襲
す
る
最
高
裁
決
定
が
出
て
お
り
、
口
弁
連
は
、
最
高
裁
が
内
部
文
書
性
を
限
定
的
に
と
ら
え
、
判
例
に
よ
り
二
二
〇
条
四
号
ニ

は
改
正
さ
れ
て
き
て
い
る
と
と
ら
え
て
い
る
。
ま
た
、
日
弁
連
は
、
中
間
試
案
に
お
い
て
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
係
わ
る
文
書
に
は

一
定
の
範
囲
で
保
護
す
る
と
し
た
が
、
団
体
の
意
思
形
成
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
を
理
由
と
す
る
除
外
は
一
律
に
認
め
て
い
な
い
。
そ
し
て
、

第
三
者
へ
の
提
示
を
予
定
し
て
い
な
い
文
書
は
、
意
思
決
定
過
程
に
お
い
て
様
々
な
意
見
が
記
載
さ
れ
て
い
る
上
、
団
体
内
部
の
特
有
の

表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
第
三
者
か
ら
の
誤
解
を
招
き
や
す
い
等
の
問
題
が
あ
り
、
証
拠
と
し
て
の
重
要
性
の
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
、

内
部
文
書
の
す
べ
て
が
文
書
提
出
命
令
の
対
象
と
な
る
と
、
文
書
の
作
成
・
保
存
に
萎
縮
的
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
言
っ
て
い
る
。

続
い
て
、「
弁
護
士－

依
頼
人
と
の
協
議
文
書
の
除
外
を
二
二
〇
条
四
号
に
導
入
す
る
こ
と
。」
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
弁
護
士
の
所
持

す
る
場
合
、
二
二
〇
条
四
号
ハ
に
よ
り
そ
の
文
書
の
提
出
は
除
外
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
弁
護
士
が
所
持
し
な
い
文
書
で
も
、
協
議
し

た
も
の
で
あ
れ
ば
提
出
を
除
外
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
規
定
自
体
へ
の
疑
問
視
や
、
弁
護
士
だ
け
で
な
く
一
九
七
条

で
列
挙
さ
れ
た
職
業
す
べ
て
を
除
外
対
象
と
す
る
べ
き
だ
と
の
意
見
が
出
て
い
る
。

第
三
に
、
秘
密
保
持
命
令
制
度
を
新
設
し
、
営
業
機
密
や
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
努
め
る
こ
と
、
つ
ま
り
営
業
機
密
や
個
人

の
私
生
活
上
の
重
大
な
秘
密
が
記
載
さ
れ
た
文
書
に
つ
い
て
文
書
提
出
が
命
じ
ら
れ
た
場
合
に
関
し
て
秘
密
保
持
命
令
制
度
の
創
設
を
提
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言
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
自
ら
提
出
し
た
文
書
や
任
意
に
提
出
し
た
文
書
に
つ
い
て
も
秘
密
保
持
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
な
ど
の
意
見
が
出
て
い
る
。

筆
者
は
、「
原
則
、
当
該
訴
訟
に
関
係
す
る
証
拠
は
全
開
示
と
す
る
こ
と
」
が
現
在
の
日
本
の
民
事
訴
訟
に
お
け
る
証
拠
収
集
に
は
、

必
要
か
つ
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
ず
民
事
訴
訟
法
二
二
〇
条
四
号
は
、
証
拠
と
し
て
提
出
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
除
外
規
定
で
あ
る

が
、
現
状
の
条
文
の
よ
う
に
除
外
さ
れ
る
も
の
が
列
挙
さ
れ
る
こ
と
で
、「
こ
の
四
号
に
当
て
は
ま
る
理
屈
が
あ
れ
ば
文
書
を
提
出
し
な

く
て
よ
い
」
の
だ
か
ら
と
、
日
弁
連
案
で
は
よ
り
文
書
提
出
に
消
極
的
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
と
し
て

は
、
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
は
全
部
廃
止
し
、
当
該
訴
訟
に
関
係
る
文
書
等
は
全
開
示
、
非
開
示
に
な
る
場
合
と
し
て
弁
護
士－

依
頼
人

間
秘
匿
特
権
だ
け
を
設
け
、
そ
の
他
に
非
開
示
を
求
め
る
場
合
は
秘
密
保
持
命
令
を
裁
判
所
に
請
求
し
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
を
通
し
て

非
開
示
に
す
べ
き
か
検
討
す
る
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
も
の
が
よ
い
と
思
う
。
根
拠
条
文
が
シ
ン
プ
ル
で
あ
れ
ば
、
裁
判
の
早
期
解
決
や
そ

れ
に
伴
う
費
用
負
担
も
軽
減
さ
れ
、
利
用
者
の
満
足
度
も
上
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(

�)

ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
ハ
ワ
イ
州
の
運
用
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
今
回
は
詳
し

く
取
り
上
げ
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
訳
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、
日
本
の
イ
ン
カ
メ
ラ

手
続
き
と
の
差
異
を
解
明
し
、
一
定
の
改
善
案
を
提
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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(

�)

職
務
執
行
令
状
と
は
、
法
律
上
あ
る
公
的
職
務
を
行
う
義
務
を
負
っ
て
い
る
者
が
そ
の
職
務
を
行
わ
な
い
と
き
に
、
そ
の
履
行
を
命

じ
る
令
状
の
こ
と
で
あ
る
。
参
照
、
田
中
英
夫
『
英
米
法
辞
典』

。
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お

わ

り

に

本
稿
は
、
消
費
者
契
約
の
中
で
も
、
信
販
会
社
と
の
間
で
取
り
交
わ
す
立
替
払
い
契
約
に
注
目
し
、
そ
の
際
、
信
販
会
社
に
よ
っ

て
お
こ
な
わ
れ
る
与
信
情
報
の
民
事
法
上
の
問
題
と
そ
の
開
示
を
め
ぐ
る
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
第
一
章
で
は
、
信
販
制
度
と
過
剰

与
信
に
つ
い
て
の
具
体
的
事
例
を
挙
げ
、
適
切
な
与
信
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
公
序
良
俗
違
反
に
当
た
る
と
の
主
張
と
裁
判
所

の
判
断
に
つ
い
て
一
定
の
見
解
を
ま
と
め
た
。
つ
ぎ
に
第
二
章
で
は
、
第
一
章
で
述
べ
た
与
信
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
、
具
体
的
事

例
を
用
い
て
、
開
示
の
可
否
と
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
有
用
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
の
福
岡
高
裁
決
定

事
件
で
は
、
文
書
提
出
命
令
に
つ
き
、
原
審
で
は
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
を
用
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
抗
告
審
で
あ
る
福
岡
高
裁
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で
は
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
を
用
い
た
た
め
、
被
抗
告
人
が
最
終
的
に
提
出
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断
さ
れ
た
文
書
が
限
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
第
三
章
で
は
、
個
人
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
の
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
役
割
に
つ
い
て
日
本
と
ア
メ
リ
カ
で

比
較
し
、
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。

第
二
章
で
取
り
上
げ
た
事
例
で
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
抗
告
審
で
用
い
ら
れ
た
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
が
原
審
で
は
利
用
さ

れ
な
か
っ
た
。
本
来
な
ら
ば
地
裁
裁
判
官
が
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
を
利
用
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
抗
告
審
で
用
い
る
方

法
は
、
合
理
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
本
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
問
題
と
さ
れ
て
い
る
一

つ
の
理
由
に
は
、
受
訴
裁
判
官
の
心
証
形
成
へ
の
影
響
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
抗
告
審
で
は
文
書
提
出
義
務
に

つ
い
て
の
抗
告
審
で
あ
る
の
で
、
受
訴
裁
判
所
の
心
証
形
成
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な
く
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
懸
念
が
回
避

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
は
い
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
回
り
く
ど
い
方
法
で
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
に
対
す
る
問
題
を
回
避
し
な
く
と
も
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手

続
き
の
有
用
性
に
着
目
す
れ
ば
、
よ
り
効
率
的
な
方
法
と
し
て
第
一
審
段
階
で
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
を
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
点
で
、
参
考
に
な
る
の
が
ア
メ
リ
カ
民
事
訴
訟
に
お
け
る
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
役
割
で
あ
る
。
本
稿
で
は
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン

カ
メ
ラ
手
続
き
に
つ
い
て
は
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
機
会
を
み
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
イ
ン
カ
メ
ラ

手
続
き
の
有
用
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
別
途
論
じ
る
機
会
を
考
え
た
い
。

ま
た
、
日
本
の
文
書
提
出
命
令
と
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
の
関
連
性
に
つ
い
て
も
よ
り
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

筆
者
が
考
え
る
よ
う
に
、
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
は
全
部
廃
止
し
、
当
該
訴
訟
に
関
係
す
る
文
書
等
は
全
開
示
、
非
開
示
に
な
る
場

合
と
し
て
弁
護
士－

依
頼
人
間
秘
匿
特
権
だ
け
を
設
け
、
そ
の
他
に
非
開
示
を
求
め
る
場
合
は
秘
密
保
持
命
令
を
裁
判
所
に
請
求
し
、
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イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
を
通
し
て
非
開
示
に
す
べ
き
か
検
討
す
る
と
い
う
手
続
き
方
法
を
採
用
す
れ
ば
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
が
当
事

者
の
対
等
性
を
害
す
る
裁
判
所
依
存
の
手
続

(

�)

で
は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

日
本
の
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
実
務
上
あ
ま
り
知
ら
れ
て
も
い
な
い
し
、
利
用
も
さ
れ
て
い
な
い
手
続
き
で
あ
り
、

現
実
の
運
用
事
例
に
つ
い
て
の
資
料
は
乏
し
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

(

�)

山
本
和
彦
・
須
藤
典
明
・
片
山
英
二
・
伊
藤
尚
編
『
文
書
提
出
命
令
の
理
論
と
実
務
』
七
四
頁
、
民
事
法
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
。

な
お
本
稿
の
研
究
成
果
は
、
財
団
法
人
全
国
銀
行
学
術
研
究
振
興
財
団
の
研
究
助
成
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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On the Managing of Credit Information of the Consumer

Credit Company and Disclosure in the Civil Lawsuit

―Focusing on the Fukuoka High Court Ruling

dated October 21, 2009

Harumi TAKEBE

It becomes quite common nowadays for the people to have the credit cards

issued and purchase goods without using cash in the daily life. In that sense

the credit card is substitute for the cash.

However, it is another fact that, for being issued a credit card, the personal

information of the card applicants is carefully investigated and examined by

the credit company whether an applicant (consumer) is eligible to be an

owner of a credit card or is of the sufficient financial back ground to make a

payment or not. This screening effort of the credit company is called as the

“credit administration” and it is carried by the individual company based upon

company’s own policy and method. There is thus no standard guideline on

the “credit administration.”

Recently, the “credit administration” is made excessively over the con-

sumer’s credit line. As a result of it, the consumer becomes insolvency or is

enforced to be driven in bankruptcy because of purchasing a large amount of

goods beyond one’s ability to balance by the credit card. Therefore it be-

comes an issue whether the credit administration of the credit company is

made properly or not. Especially it is essential and will raise legal responsi-

bility for the credit company to have adequately monitored the clients credit

ability in the middle of contracted period, simply to have overlooked or inten-

tionally to let it past.

In the cases brought by the consumers who alleged that because of excess

administration of the credit administration beyond credit line by the credit

company and suffered with solvency or bankruptcy, it became the issue

whether individual credit administration information obtained by the credit
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company can be disclosed for the evidence of “excessive credit administra-

tion” or not is seriously discussed in the district courts and appellate courts.

The credit company argued that the credit information of the credit admini-

stration belongs totally to the “trade secret” and falls in the item of non-

disclosure of the Article 220 (ha) of the Civil Procedure Law in Japan and

thus cannot be produced. On the other hand, the consumers offered a

counter argument that the information that the plaintiff asked to disclose is

not for the private use and nor the privacy of someone else and thus should

be disclosed. The disclosure of the information is essential especially in the

case that the personal or insolvency or bankruptcy shall be caused as a result

of the credit company that made surplus credit beyond the ability to pay of

the third party. If the disclosure is refused by the court, it will not possible

for the plaintiff to pursue the legal responsibility of the credit company.

Therefore in this article, I would like to focus upon the issue of disclosure

of the credit administration of the credit information and analyze the cases

that the plaintiff demanded the disclosure her own credit information.

Especially I would like to discuss the issues in the context of examining the

Court Order to Submit Documents in the Civil Procedure Law. In addition I

would like to emphasize a focus on the role of the court’s use of “in-camera”

procedure to check and balance the disclosure of the disputed credit informa-

tion. I will introduce the comparative analysis on the matter with U.S. situa-

tion.

The contents and structure I discuss in this article are as follows :

Introduction

Ⅰ On the Consumer Credit System and Excess Administration of Credit

Line : Analysis of the Case Rulings

1 Matter in Dispute

2 Cases on the Excess Administration of Credit Line

(1) On the Decision to Nullify the Sales Agreement as Excess of Sales

of Kimono against Public Policy and Good Morale : Osaka District

Court Decision on the Claim for Damages Case dated on January

20, 2008, Heisei 18 nen (wa) 1633
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(2) On the Decision to Nullify the Sales Agreement as Excess of Sales

of Kimono against Public Policy and Good Morale : Takamatsu High

Court Decision dated on January 29, 2008, Heisei 19 nen (ne) 110

(3) Analysis Above Two Cases

Ⅱ On the Disclosure of Consumer Credit Information in Civil Lawsuit

1 On the Case of the District Court Order to Submit Documents in the

Civil Lawsuit over the Excess Administration of Consumer Credit

Line : Fukuoka High Court Ruling dated on October 23, 2009, Heisei 21

nen (ra) 273

2 On the Controversial Issue to Exclude Evidence without Court’s

Examining the Contents of Disputed Documents

Ⅲ Disclosure of Personal Data and the Role of “In-Camera Procedure”

1 Role of “In-Camera Procedure” in the Japanese Civil Lawsuits

2 Role of “In-Camera Procedure” in the U. S.

Conclusion




